
0 5cmS=1/1

［館蔵品研究］ 李宓「万松山房縮本蘭亭序」と翁方綱の跋について
〔 飛田 優樹 〕

口絵１　李宓「万松山房縮本蘭亭序」翁方綱跋本　第一開　
本紙各 4.5 × 3.0 ㎝（黒川古文化研究所、原寸、1606 年刻）

口絵２　第二開（同）



［館蔵品研究］ 李宓「万松山房縮本蘭亭序」と翁方綱の跋について

〔 飛田 優樹 〕

口絵４　表紙　7.8 × 4.8 ㎝（同、1782 年）

口絵３　第三開　本紙 6.5 × 8.5 ㎝（同、1782 年）

口絵５　箱　8.6 × 5.6 ㎝（同、1901 年刻）

0 5cmS=1/1



口絵 6　拓本　第一頁　約５倍大

［館蔵品研究］李宓「万松山房縮本蘭亭序」と翁方綱の跋について

〔 飛田 優樹 〕



［館蔵品研究］ 李宓「万松山房縮本蘭亭序」と翁方綱の跋について

〔 飛田 優樹 〕

口絵７　拓本　第二頁　約５倍大



口絵８　拓本　第三頁　約５倍大

［館蔵品研究］李宓「万松山房縮本蘭亭序」と翁方綱の跋について
〔 飛田 優樹 〕



口絵９　拓本　第四頁　約５倍大

［館蔵品研究］李宓「万松山房縮本蘭亭序」と翁方綱の跋について
〔 飛田 優樹 〕



口絵 10　翁方綱　第一跋　約５倍大

［館蔵品研究］李宓「万松山房縮本蘭亭序」と翁方綱の跋について
〔 飛田 優樹 〕



［館蔵品研究］李宓「万松山房縮本蘭亭序」と翁方綱の跋について
〔 飛田 優樹 〕

口絵 11　翁方綱　第二跋　約 4.5 倍大
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は
じ
め
に

筆
者
は
二
〇
二
二
年
に
黒
川
古
文
化
研
究
所
の
研
究
員
と
な
り
、
ま
ず
所
蔵
中

国
書
画
の
悉
皆
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
過
程
で
、
収
蔵
庫
の
棚
に
眠
る
李
宓
「
万
松

山
房
縮
本
蘭
亭
序
」
翁
方
綱
跋
本
（
口
絵
１
～
５
）
を
見
出
し
た
。
本
作
は
当
研
究

所
や
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
「
微
の
美
術
」
展（

（
（

で
の
展
示
歴
が
あ
る
が
、学
界
・

書
道
界
で
認
知
が
進
ん
で
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
小
さ
い
な
が
ら
も
筆
法

を
正
確
に
刻
し
た
蘭
亭
序
の
拓
本
、
そ
れ
と
競
う
よ
う
に
更
な
る
極
小
字
で
書
か
れ

た
翁
方
綱
（
一
七
三
三
〜
一
八
一
八
）
の
跋
は
、
と
も
に
肉
眼
で
は
細
か
な
筆
致
の

一
つ
一
つ
を
確
認
で
き
な
い
ほ
ど
緻
密
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
深
井
純
氏
が
二
〇
一
四

年
に
撮
影
し
て
い
た
高
精
細
画
像
（
口
絵
６
～
11
）
を
見
て
目
を
疑
っ
た
。
特
に
翁

方
綱
第
二
跋
は
一
字
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
、
名
の
あ
る
書
家
の
作
品
と
し
て
は
最

小
ク
ラ
ス
だ
が
、
原
寸
の
一
〇
〇
倍
に
拡
大
し
て
も
一
切
破
綻
が
な
く
、
線
に
つ
け

ら
れ
た
肥
瘦
の
変
化
は
合
理
的
で
、
現
在
知
ら
れ
る
小
字
作
品
の
中
で
も
格
別
に
優

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
関
連
す
る
作
品
や
文
献
の
調
査
を
進
め
る
う
ち
、
本
作
は
明

清
の
縮
本
蘭
亭
と
い
う
研
究
領
域
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
不
足
し
て
い
た
情
報
を
補
う

こ
と
の
で
き
る
重
要
資
料
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

長
き
に
わ
た
り
敬
仰
さ
れ
た
王
羲
之
（
三
〇
三
〜
三
六
一
）
の
書
は
、
そ
の
膨

大
な
需
要
に
応
え
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
複
製
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
最
高
傑
作
と
い
わ

れ
る
蘭
亭
序
も
ま
た
、
原
跡
が
唐
太
宗
（
五
九
八
〜
六
四
九
）
の
陵
墓
に
副
葬
さ
れ

て
以
降
は
初
唐
に
作
ら
れ
た
数
本
の
模
本
・
石
刻
を
頂
点
と
し
、
大
量
の
重
模
本
が

作
ら
れ
た
。
古
来
そ
の
二
大
系
統
と
認
知
さ
れ
て
き
た
の
が
、
褚
遂
良
（
五
九
六
〜

六
五
八
）
模
と
さ
れ
る
「
褚
摹
本
」
系
（
前
近
代
に
は
墨
蹟
本
の
ほ
と
ん
ど
が
褚
摹

系
に
分
類
さ
れ
て
い
た
）
と
、
欧
陽
詢
（
五
五
七
〜
六
四
一
）
の
臨
書
に
も
と
づ
く

刻
石
と
さ
れ
る
「
定
武
本
」
系
で
あ
る
。
民
間
に
流
通
す
る
こ
れ
ら
の
拓
本
を
相
互

比
較
し
、
筆
画
・
字
体
の
微
細
な
相
違
に
よ
っ
て
新
旧
優
劣
を
論
ず
る
学
問
は
、
宋

代
以
降
の
士
大
夫
に
と
っ
て
格
好
の
研
究
領
域
と
な
っ
て
い
く（

（
（

。

蘭
亭
諸
本
の
派
生
形
態
に
、原
跡
よ
り
も
寸
法
を
小
さ
く
し
た
「
縮
本
」
が
あ
る
。

そ
の
淵
源
は
古
来
二
説
が
あ
り
、
一
つ
は
唐
太
宗
が
欧
陽
詢
や
褚
遂
良
に
命
じ
て
作

ら
せ
た
と
す
る
説
、
い
ま
一
つ
は
南
宋
・
賈
似
道
（
一
二
一
三
〜
七
五
）
が
愛
用
の

玉
枕
に
定
武
本
を
縮
刻
さ
せ
た
と
い
う
説
で
あ
る（

（
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
存
最
古

と
さ
れ
る
拓
本
は
南
宋
の
式
古
堂
本
「
玉
枕
蘭
亭
序
」（
上
海
図
書
館
、
図
１
）
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
元
以
降
の
文
人
が
書
い
た
肉
筆
の
縮
本
も
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
。

清
代
後
期
の
大
収
蔵
家
・
呉
雲
（
一
八
一
一
〜
八
三
）
は
多
種
多
様
な
蘭
亭
を
蒐
集

し
て
「
二
百
蘭
亭
斎
」
と
称
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
「
縮
本
」
は
三
十
点
以
上
を
占

め
る
一
大
ジ
ャ
ン
ル
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。

清
代
の
縮
本
蘭
亭
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
、『
書
道
全
集
』（

（
（

に
も
採
用
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
の
が
、
翁
方
綱
に
よ
る
縮
本
（
以
下
、「
翁
縮
本
」
と
呼
称
。
図
２
）
で

あ
る
。
翁
方
綱
は
順
天
大
興
（
北
京
）
の
人
で
、乾
隆
十
七
年
（
一
七
五
二
）
の
進
士
、

［
館
蔵
品
研
究
］
李
宓
「
万
松
山
房
縮
本
蘭
亭
序
」
と
翁
方
綱
の
跋
に
つ
い
て

飛
田
　
優
樹

 第 23 号　2024 年
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図１　「玉枕蘭亭序・式古堂本」
（南宋、上海図書館）

図２　「翁方綱縮本蘭亭序」
（（8（（ 年刻、東京国立博物館）
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図３　「明拓縮本蘭亭序」（明、北京故宮博物院）
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官
は
内
閣
学
士
に
至
っ
た
。「
乾
嘉
の
学
」
を
代
表
す
る
碩
学
で
あ
り
、
碑
帖
拓
本

の
考
証
に
優
れ
、
蘭
亭
序
に
つ
い
て
も
『
蘇
米
斎
蘭
亭
考
』
の
専
著
が
あ
る
。
乾

隆
四
十
七
年
（
一
七
八
二
）、
彼
は
「
翁
縮
本
」
の
制
作
に
あ
た
り
、
明
末
の
李
宓

が
刻
し
た
「
万
松
山
房
本
」
を
底
本
と
し
た
が
、
そ
の
際
、「
万
松
山
房
本
」
に
字

画
の
誤
り
が
多
い
の
を
遺
憾
と
し
、
そ
の
四
十
か
所
以
上
の
過
誤
を
修
正
し
た
と
い

う
。
し
か
し
、「
万
松
山
房
本
」
の
実
物
の
情
報
は
現
在
ほ
ぼ
出
回
っ
て
お
ら
ず（

（
（

、

現
存
は
確
認
で
き
な
い
と
の
記
述
も
散
見
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
万
松
山
房
本
」
に

つ
い
て
の
情
報
源
は
ほ
ぼ
こ
の
翁
方
綱
の
批
判
的
言
及
に
限
ら
れ
て
お
り
、「
明
末

の
間
違
い
だ
ら
け
の
縮
本
」
と
し
て
認
知
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
万
松
山
房
縮
本
蘭
亭
序
」
の
拓
本
（
以
下
、黒
川
本
）
は
、

款
記
や
翁
方
綱
に
よ
る
跋
文
の
内
容
か
ら
、
ま
さ
に
こ
の
時
に
翁
方
綱
が
見
た
「
万

松
山
房
本
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、「
翁
縮
本
」
の
祖
本
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

黒
川
本
と
対
照
す
る
と
、
実
は
も
う
一
点
、
す
で
に
知
ら
れ
た
作
品
の
な
か
に

「
万
松
山
房
本
」
の
拓
本
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
北
京
の
故
宮
博
物
院

に
「
明
拓
縮
本
蘭
亭
序
」
の
名
で
収
蔵
さ
れ
る
小
帖
（
以
下
、
北
京
本
。
図
３
）
で

あ
る（

（
（

。
北
京
本
は
乾
隆
帝
（
一
七
一
一
〜
九
九
）
の
御
璽
や
張
照
（
一
六
九
一
〜

一
七
四
五
）
の
跋
を
伴
い
、『
石
渠
宝
笈
三
編
』
に
も
著
録
さ
れ
る
が
、李
宓
の
款
記
・

署
名
等
が
失
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
張
照
の
跋
中
に
は
「
此
の
本
は
明
人
李
宓
の

造
る
所
為
り
」（

8
（

と
あ
る
。
し
か
し
、
先
日
発
表
さ
れ
た
縮
本
蘭
亭
の
歴
史
を
扱
う
趙

明
氏
の
論
考
で
は（

（
（

、「
万
松
山
房
本
」
の
名
は
翁
方
綱
の
文
章
を
根
拠
に
明
代
ま
で

に
多
く
作
ら
れ
た
拙
劣
な
翻
刻
本
と
し
て
紹
介
さ
れ（

（1
（

、
そ
の
一
方
で
、
北
京
本
に

つ
い
て
は
張
照
の
跋
を
引
用
し
、「
方
寸
の
間
に
蘭
亭
序
を
再
現
し
、
毫
厘
も
違
わ

な
い
」（

（（
（

と
称
賛
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
無
款
の
北
京
本
こ
そ
、
実
際
に
は
翁
方
綱

が
文
献
上
で
批
判
す
る
「
万
松
山
房
本
」
の
実
物
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

一
方
、
黒
川
本
は
蘭
亭
序
縮
模
の
後
に
「
蘭
亭
記
」
三
字
、「
万
暦
丙
午
年
秋
九

月
重
陽
前
、
李
宓
臨
並
勒
於
万
松
山
房
」
の
款
記
三
行
、
お
よ
び
連
印
形
の
「
李
宓
」

の
署
名
が
続
く
。
こ
れ
ら
は
北
京
本
で
は
欠
け
て
い
る
部
分
だ
が
、
翁
方
綱
の
『
復

初
斎
文
集
』
手
稿
本
に
記
録
さ
れ
る
「
万
松
山
房
本
」
の
特
徴
「
李
宓
名
款
前
に
蘭

亭
記
三
字
有
り
て
一
行
を
作
し
、
後
に
李
宓
二
字
連
珠
小
印
有
り
」（

（1
（

と
符
合
し
て
い

る
。
ま
た
、
黒
川
本
と
北
京
本
に
共
通
す
る
蘭
亭
序
縮
模
の
部
分
は
概
ね
一
致
し
、

別
石
と
い
う
ほ
ど
の
相
違
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
黒
川
本
は
石
の
四
面
の
拓
本

を
そ
の
ま
ま
四
頁
に
貼
っ
た
整
本
で
あ
り
、
六
頁
に
剪
装
さ
れ
た
北
京
本
よ
り
も
原

状
を
反
映
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
全
体
に
黒
川
本
の
方
が
線
は
痩
せ
て
石
の
傷
も
少

な
く
、
よ
り
旧
拓
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
「
翁
縮
本
」
の
解
説
等
で
は
、
翁
方
綱
の
口
吻
を
信
じ
、「
明
末
の
崩

れ
き
っ
た
縮
本
蘭
亭
を
翁
方
綱
が
修
正
し
た
」
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
語
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、「
万
松
山
房
本
」
の
悪
評
は
翁
方
綱
が
自
作
の
正
統
性
を
高
め
る
た

め
に
主
張
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
の
み
に
基
づ
く
評
価
は
客
観
性
を
欠
い
て
い

る
。
翁
方
綱
の
主
張
に
ど
の
程
度
の
妥
当
性
が
あ
る
の
か
は
、
本
来
、
実
物
を
参
照

し
な
け
れ
ば
正
し
く
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
後
に
論
ず
る
よ
う
に
、
確
か

に
「
万
松
山
房
本
」
は
蘭
亭
序
の
複
製
と
し
て
は
字
画
の
変
更
が
多
い
が
、
前
例
の

な
い
極
小
サ
イ
ズ
へ
の
挑
戦
や
筆
意
表
現
の
追
究
と
い
っ
た
側
面
か
ら
再
評
価
す
べ

き
点
も
多
い
。
実
際
、
李
宓
の
書
は
同
時
代
の
董
其
昌
（
一
五
五
五
〜
一
六
三
六
）

か
ら
称
賛
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
翁
方
綱
の
批
判
以
前
、「
万
松
山
房
本
」
は
王
澍

（
一
六
六
八
〜
一
七
四
三
）・
張
照
・
黄
易
（
一
七
四
四
〜
一
八
〇
二
）
ら
に
よ
っ
て

珍
重
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
と
翁
方
綱
の
評
価
の
差
異
に
は
、
単
な
る
正
誤
と
し
て
断

ず
る
こ
と
の
で
き
な
い
書
学
観
の
大
き
な
断
層
が
背
景
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
ま

た
、
黒
川
本
の
第
二
跋
は
他
書
に
見
ら
れ
な
い
小
字
論
で
あ
り
、
こ
の
跋
自
体
も
書

法
作
品
と
し
て
非
常
に
レ
ベ
ル
が
高
く
、
翁
方
綱
の
小
字
の
実
力
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
た
優
品
と
し
て
、「
蠅
頭
書
」
と
も
呼
ば
れ
る
小
字
書
法
の
歴
史
上
で
注
目
す
べ
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き
資
料
で
あ
る
。
従
来
こ
の
種
の
小
字
作
品
の
研
究
は
あ
ま
り
盛
ん
で
な
く
、
蠅
頭

書
と
一
口
に
言
っ
て
も
実
物
の
尺
寸
は
字
幅
一
〜
四
ミ
リ
程
度
と
様
々
で
あ
り
、
法

量
な
ど
詳
細
な
情
報
を
伴
う
資
料
紹
介
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。（

（1
（

本
作
は
こ
の
点

か
ら
も
一
石
を
投
じ
る
資
料
と
言
え
よ
う
。

本
稿
で
は
李
宓
「
万
松
山
房
縮
本
蘭
亭
序
」
翁
方
綱
跋
本
（
黒
川
本
）
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
文
献
と
実
物
を
互
い
に
参
照
し
、
李
宓
と
翁
方
綱
の
双
方
の
視
点

か
ら
考
察
を
加
え
る
。
ま
ず
黒
川
本
の
基
礎
情
報
を
提
示
し
、
次
に
李
宓
と
翁
方
綱

の
縮
本
蘭
亭
を
め
ぐ
る
事
実
関
係
を
時
系
列
に
整
理
す
る
。
特
に
「
万
松
山
房
本
」

側
に
視
点
を
置
い
た
研
究
は
従
来
に
な
く
、
事
実
関
係
の
整
理
に
伴
っ
て
多
く
の
知

見
を
得
た
。
そ
の
後
、
実
際
に
黒
川
本
を
参
照
し
な
が
ら
、
翁
方
綱
の
「
万
松
山
房

本
」
批
判
の
妥
当
性
を
検
証
し
、
両
者
の
模
写
態
度
の
相
違
や
翁
方
綱
の
小
字
作
品

の
評
価
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
　
黒
川
本
の
基
礎
情
報

ま
ず
黒
川
本
の
基
礎
情
報
を
紹
介
す
る
。
本
作
の
場
合
、
寸
法
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
た
め
、
そ
の
点
に
注
意
し
つ
つ
記
述
す
る
。

黒
川
本
・
李
宓
「
万
松
山
房
縮
本
蘭
亭
序
」
は
、縦
七・八
×
横
四・八
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
小
冊
子
に
表
具
さ
れ
て
お
り
、
板
表
紙
の
中
央
に
翁
方
綱
に
よ
る
題
箋
が
貼

ら
れ
て
い
る
（
口
絵
４
）。
題
箋
の
寸
法
は
五・
八
×
一・
二
セ
ン
チ
で
、
そ
こ
に
字

幅
約
三
ミ
リ
で
「
万
松
山
房
縮
本
蘭
亭
」
の
題
字
、
そ
の
下
に
字
幅
約
一
〜
二
ミ
リ

で
「
乾
隆
四
十
七
年
冬
十
月
二
十
二
日
、
北
平
翁
方
綱
為
耦
堂
侍
御
題
」
の
四
行
が

記
さ
れ
る
。

冊
を
開
く
と
ま
ず
四
頁
に
わ
た
っ
て
「
万
松
山
房
本
」
の
拓
本
が
貼
ら
れ
て
い

る
（
口
絵
１
～
２
、６
～
９
）。
拓
本
の
寸
法
は
各
頁
四・五
×
三・〇
セ
ン
チ
で
、
こ

れ
は
「
翁
縮
本
」（
図
２
）
各
頁
の
外
枠
罫
線
と
一
致
す
る
。
毎
頁
に
八
行
を
収
め
、

字
幅
は
約
三
ミ
リ
で
あ
る
。
こ
の
字
粒
は
「
玉
枕
本
」
な
ど
そ
れ
ま
で
の
縮
本
蘭
亭

と
比
べ
て
も
は
る
か
に
小
さ
い
。
北
京
本
と
異
な
り
、切
り
貼
り
し
た
形
跡
は
な
く
、

各
頁
が
刻
石
の
四
側
面
に
対
応
し
て
い
る
。
蘭
亭
序
の
全
文
に
続
け
て
、末
尾
に「
蘭

亭
記
」
の
三
字
、「
万
暦
丙
午
年
秋
九
月
重
陽
前
、
李
宓
臨
並
勒
於
万
松
山
房
」
の

款
記
三
行
、
連
印
形
の
「
李
宓
」
の
署
名
が
あ
る
。

そ
の
後
に
翁
方
綱
の
跋
が
二
頁
続
く
（
口
絵
３
、
10
～
11
）。
こ
の
部
分
は
左
右

頁
を
ま
た
ぐ
一
紙
に
書
か
れ
、
本
紙
寸
法
は
六・五
×
八・五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
第
一

跋
は
字
幅
約
二
〜
三
ミ
リ
で
一
六
九
字
、
第
二
跋
は
字
幅
約
一
ミ
リ
で
一
〇
六
字
を

書
す
。
い
ず
れ
も
類
稀
な
、
目
を
疑
う
ほ
ど
の
極
小
字
で
あ
る
。
以
下
に
跋
の
全
文

を
翻
刻
す
る
。

第
一
跋
：
右
万
松
山
房
縮
本
蘭
亭
、
明
李
宓
、
字
羲
民
、
福
建
龍
渓
人
、
以
青

田
寸
石
四
面
環
刻
。
其
石
嘗
為
金
壇
王
虚
舟
所
得
、
虚
舟
跋
之
謂
、
以
褚
本
縮

成
、不
失
豪
髪
。後
為
揚
州
汪
中
也
楍
重
摹
勒
石
。此
其
初
本
、今
不
可
多
得
矣
。

然
其
中
尚
不
免
行
次
位
置
之
移
失
、
偏
傍
点
画
之
舛
訛
、
未
知
虚
舟
何
以
云
豪

髪
不
失
也
。
予
以
油
素
影
摹
、
計
凡
改
正
四
十
餘
処
、
而
後
成
之
。
它
日
儻
遇

良
工
、
亦
以
青
田
小
石
鐫
之
、
庶
幾
可
髣
髴
師
宜
官
逕
寸
之
意
乎
。
乾
隆
壬
寅

孟
冬
廿
二
日
、
北
平
翁
方
綱
識
。

第
二
跋
：
昔
人
謂
師
宜
官
逕
寸
千
言
、
而
宋
人
有
言
於
逕
尺
之
紙
内
作
七
万
字

者
、
此
則
何
減
於
師
宜
官
耶
。
吾
所
見
唐
人
小
楷
、
至
数
尺
仏
幢
上
写
二
万
字

止
矣
。
尚
未
見
一
尺
之
内
写
七
万
字
者
也
。
然
其
妙
処
、元
在
豪
放
如
大
字
耳
。

不
在
乎
棘
端
刺
猴
以
為
能
也
。
因
与
侍
御
談
及
細
書
、
因
附
書
於
其
後
。
北
平

翁
方
綱
。「
石
州
」（
朱
文
連
印
）
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ま
た
、
本
作
に
は
八・
六
×
五・
六
セ
ン
チ
の
箱
が
付
属
し
て
い
る
（
口
絵
５
）。

中
央
に
字
幅
約
一・
五
セ
ン
チ
の
隷
書
で
「
韞
匵
而
蔵
」（

（1
（

、
左
右
に
字
幅
約
四
ミ
リ

の
行
書
で
「
此
翁
覃
渓
先
生
蠅
頭
小
真
跋
万
松
山
房
縮
本
蘭
亭
也
。
前
為
張
藕
堂
侍

御
所
蔵
、
今
帰
彊
静
斎
主
人
矣
。
光
緒
壬
寅
十
一
月
既
望
、
俟
園
署
」
と
刻
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
黒
漆
・
朱
漆
で
塗
り
込
め
ら
れ
て
い
る
。
書
者
の
俟
園
は
曽
熙（
一
八
六
一

〜
一
九
三
〇
）、
旧
蔵
者
と
い
わ
れ
る
「
張
藕
堂
侍
御
」
は
翁
方
綱
の
文
献
と
読
み

合
わ
せ
る
と
「
施
藕
堂
侍
御
」
の
誤
り
で
施
学
濂
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
も
う
一
人

の
旧
蔵
者
と
し
て
名
が
挙
が
る
彊
静
斎
主
人
は
呉
式
釗
（
一
八
五
一
〜
？
）
で
あ
る
。

二
　
李
宓
と
翁
方
綱
の
縮
本
蘭
亭
を
め
ぐ
る
事
実
関
係

ま
ず
は
李
宓
「
万
松
山
房
本
」
と
翁
方
綱
「
翁
縮
本
」
を
め
ぐ
る
事
実
関
係
を

時
系
列
に
整
理
し
て
お
く
。
年
表
も
付
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
一
）
明
末
漳
州
の
書
家
、
李
宓

款
記
に
よ
る
と
、「
万
松
山
房
本
」
は
万
暦
三
十
四
年
（
一
六
〇
六
）、
李
宓
が

万
松
山
房
に
て
縮
臨
し
、
石
に
刻
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
李
宓
は
明
末
の
万
暦
〜
崇
禎

年
間
に
活
躍
し
た
龍
渓
（
福
建
省
漳
州
）
の
人
で
、
決
し
て
有
名
な
人
物
で
は
な
い

が
、
そ
の
伝
記
と
現
存
作
品
に
つ
い
て
は
李
竹
深
「
明
代
漳
州
著
名
書
法
家
李
宓
事

迹
稽
考
」（

（1
（

に
詳
し
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
李
竹
深
氏
は
、
李
宓
に
関
わ
る
文
献
と

し
て
光
緒
四
年
序
『
漳
州
府
志
』
と
翁
国
樑
『
漳
州
史
蹟
』
を
挙
げ
、
刻
石
ま
た
は

拓
本
が
現
存
す
る
作
品
と
し
て
「
修
建
嘉
済
廟
聖
跡
碑
記
」
等
を
紹
介
し
、
そ
れ
ら

の
依
頼
者
で
あ
る
郷
里
の
名
士
、
林
釬
（
？
〜
一
六
三
六
）
や
王
志
道
（
一
五
七
四

〜
一
六
四
六
）
ら
と
詩
の
唱
和
や
交
友
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
最
も
重
要
な
『
漳
州
府
志
』
の
記
述（

（1
（

は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
内
容

で
あ
る
。
李
宓
は
各
書
体
に
長
け
、
よ
く
道
観
の
碑
額
を
書
い
た
。
董
其
昌
も
手
紙

を
送
り
李
宓
の
書
を
求
め
た
こ
と
が
あ
る
。
晩
年
、王
羲
之「
黄
庭
経
」に
続
け
て「
黄

庭
内
景
経
」
を
書
い
た
が
、
非
常
に
繊
細
な
出
来
で
、
そ
の
石
は
の
ち
に
郡
守
が
購

入
し
た
。
ま
た
、
王
澍
が
「
玉
枕
蘭
亭
」
の
石
を
得
た
が
、
彼
が
漳
州
人
で
あ
る
こ

と
に
は
調
べ
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
の
「
玉
枕
蘭
亭
」
は
縮
本
蘭
亭
の
総
称
で
あ

り
、
本
稿
で
論
じ
る
「
万
松
山
房
本
」
を
指
し
て
い
る
。

こ
こ
に
は
李
宓
「
万
松
山
房
本
」
を
考
え
る
上
で
重
要
な
情
報
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。
第
一
に
、
特
記
さ
れ
る
彼
の
作
品
が
「
黄
庭
内
景
経
」
と
「
玉
枕
蘭
亭
」
で

あ
る
こ
と
。
双
方
と
も
王
羲
之
に
関
わ
る
作
品
だ
が
、「
黄
庭
内
景
経
」
は
王
羲
之

が
書
い
て
い
な
い
部
分
、「
玉
枕
蘭
亭
」は
実
物
よ
り
小
さ
な
縮
本
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

い
ず
れ
も
古
典
そ
の
ま
ま
の
複
製
や
再
現
で
な
く
、
著
名
な
王
羲
之
書
跡
に
因
ん
だ

一
種
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
考
え
ら
れ
る
。
王
羲
之
「
黄
庭
経
」
が
小
楷
で
あ
る
こ
と
や

作
風
描
写
か
ら
、
李
宓
「
黄
庭
内
景
経
」
も
「
万
松
山
房
本
」
に
似
た
繊
細
な
小
字

刻
石
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
第
二
に
、
李
宓
は
在
世
時
に
郷
里
で
石
碑
の
書
丹

を
手
が
け
る
ほ
ど
の
書
名
が
あ
り
、
董
其
昌
に
も
認
め
ら
れ
た
が
、
百
年
後
に
は
王

澍
の
博
学
を
も
っ
て
し
て
も
調
べ
つ
か
な
い
ほ
ど
無
名
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
董
其
昌
側
の
文
献
は
確
認
で
き
な
い
が
、
李
竹
深
氏
が
言
う
よ
う
に
、
林

釬
な
ど
郷
里
の
名
士
に
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
李
宓
の
「
万
松
山
房
」
と
い
う
室
号
の
由
来
は
こ
れ
ま
で
指
摘
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
ヒ
ン
ト
が
、
次
節
で
紹
介
す
る
黄

易
『
秋
盦
遺
稿
』「
跋
汪
雪
礓
摹
禊
帖
縮
本
」
と
い
う
文
献
に
載
っ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
郷
人
か
ら
の
伝
聞
と
し
て
「
李
宓
、
字
は
羲
民
、
閩
の
龍
渓
の
人
、
万
関
の
下

に
家
す
」（

（1
（

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
万
関
」
は
、
明
末
に
施
邦
曜
（
一
五
八
五
〜

一
六
四
四
）
が
建
て
た
「
万
松
関
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る（

（1
（

。
建
設
時
に
林
釬
が
著
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し
た
「
施
公
新
築
万
松
関
記
」
も
伝
わ
っ
て
お
り
、
後
に
鄭
成
功
（
一
六
二
四
〜

六
二
）
も
こ
こ
を
拠
点
と
し
た
。
現
在
も
史
跡
と
し
て
残
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
万
松
関
の
建
て
ら
れ
た
山
を
万
松
嶺
と
い
う
。
万
松
関
が
築
か
れ
た
の
は
崇

禎
二
年
（
一
六
二
九
）
だ
が
、
万
松
嶺
の
名
は
よ
り
早
く
正
統
〜
弘
治
（
一
四
三
六

〜
一
五
〇
五
）
の
間
に
定
着
し
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
万
暦
三
十
四
年
に
使
用

さ
れ
て
い
る
李
宓
の
「
万
松
山
房
」
は
万
松
嶺
に
由
来
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
李
竹
深
氏
の
紹
介
す
る
翁
国
樑
『
漳
州
史
蹟
』「
嘉
済
廟
」（

11
（

は
近
代
の
著

述
だ
が
、「
民
間
伝
説
」
と
し
て
興
味
深
い
逸
話
を
載
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

李
宓
は
青
年
の
頃
、
果
物
籠
の
題
箋
を
書
く
仕
事
を
し
て
い
た
。
当
時
朝
廷
に
は
漳

州
特
産
の
ポ
ン
カ
ン
が
進
貢
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
者
が
李
宓
の
題
箋
が
見
事
な
の

で
注
目
し
て
い
た
。
林
釬
が
郷
里
に
帰
る
と
き
、
漳
州
「
嘉
済
廟
碑
」
の
清
書
を
董

其
昌
に
依
頼
す
る
と
、「
あ
な
た
の
郷
里
に
は
李
宓
が
い
る
の
に
、
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ

遠
く
の
者
に
頼
む
の
か（

1（
（

」と
断
ら
れ
た
。
こ
れ
以
降
、李
宓
の
書
名
は
大
い
に
上
が
っ

た
と
い
う
。

（
二
）
王
澍
の
「
万
松
山
房
本
」
入
手
か
ら
李
宓
の
詳
細
判
明
ま
で

さ
て
、
李
宓
の
活
動
か
ら
お
よ
そ
百
年
後
、
偶
然
に
も
「
万
松
山
房
本
」
の
石

を
入
手
し
、
初
め
て
書
壇
に
お
け
る
評
価
の
俎
上
に
載
せ
た
人
物
が
王
澍
で
あ
る
。

翁
方
綱
か
ら
み
て
一
世
代
前
の
碩
学
に
あ
た
る
王
澍
は
、
翁
方
綱
の
よ
う
に
「
万
松

山
房
本
」
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
全
面
的
な
賛
辞
を
与
え
て
い
た
。
そ
の
著
『
虚

舟
題
跋
』
に
「
万
松
山
房
本
」
へ
の
跋
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

昭
陵 
辯
才
の
蘭
亭
を
得
、
起
居
郎
褚
遂
良
等
に
命
じ
て
橅
せ
し
め
、
諸
王
大

臣
に
賜
ふ
、
是
に
於
て
世
間
伝
本
遂
に
衆
し
。
然
る
に
筆
法
異
な
り
と
雖
も
、

年 月日 事項 主な出典
万暦 （（ 年（（（0（） ９月重陽前 李宓、「万松山房本」を書して石に刻す 黒川本・李宓款記
乾隆８年（（（（（）以前 − 王澍、北京にて「万松山房本」刻石を入手 王澍『虚舟題跋』
乾隆８年（（（（（） （（ 月 （（ 日 張照、内府所蔵「万松山房本」（北京本）に跋を寄せる 北京本・張照跋

− − 汪楍、「万松山房本」の翻刻を制作 黄易『秋盦遺稿』
− − 黄易、陳照圃より李宓の情報を聞く 黄易『秋盦遺稿』

乾隆 （（ 年（（（8（）以前 − 揚州黄氏、「万松山房本」の原刻・翻刻をともに入手 翁方綱手稿
乾隆 （（ 年（（（8（） （0 月 （0 日 施学濂、「万松山房本」拓本（黒川本）を翁方綱に見せる 翁方綱手稿

同 同 翁方綱、「万松山房本」を修正し「翁縮本」を制作 翁方綱手稿
同 同 翁方綱、「自跋審正万松山房縮本蘭亭」を著す 翁方綱手稿
同 同 翁方綱、施学濂蔵「万松山房本」跋の原稿を書く 翁方綱手稿
同 同 翁方綱、施学濂蔵「玉枕本」第二跋の原稿を書く 翁方綱手稿
同 （0 月 （（ 日 翁方綱、黒川本に第一跋と題箋を書す 黒川本・翁方綱跋
− − 翁方綱、黒川本に第二跋を書す 黒川本・翁方綱跋
同 （0 月 （8 日 翁方綱、「翁縮本」自跋を書す 翁縮本・自跋

乾隆 （8 年（（（8（） ９月 （（ 日 劉墉、「翁縮本」に跋を寄せる 翁縮本・劉墉跋
同 （（ 月 （0 日 宋葆淳、「翁縮本」に跋を寄せる 翁縮本・宋葆淳跋

乾隆 （0 年（（（（（） ８月 （（ 日 翁方綱、「蠅頭書冊」第一段を書す 蠅頭書冊
同 ８月 （（ 日 翁方綱、「蠅頭書冊」第二段を書す 蠅頭書冊

嘉慶３年（（（（8） ９月２日 翁方綱、何元錫蔵「万松山房本」に跋を寄せる 翁方綱手稿
嘉慶 （0 年（（8（（） ８月 （（ 日 劉彬華・呂翔・温遂之・張維屏、「翁縮本」に観款を寄せる 翁縮本・観款
嘉慶 （（ 年（（8（（） − 『石渠宝笈三編』、「万松山房本」を収録 『石渠宝笈三編』

同 閏夏 謝青岩、葉夢龍の依頼で「翁縮本」を石に刻す 翁縮本（北京故宮博物院）
咸豊３年（（8（（） ９月重陽後 汪蔚、「翁縮本」を石に刻す 翁縮本（東京国立博物館）

万松山房本・翁縮本　関連年表
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而
れ
ど
も
尺
幅
は
殊
な
ら
ず
。
宋
の
賈
秋
壑
に
至
り
て
始
め
て
定
武
五
字
損
本

を
以
て
縮
し
て
小
字
と
成
す
、
今
伝
ふ
る
所
の
玉
枕
蘭
亭
は
是
な
り
。
余 

癸

巳
の
冬
を
以
て
李
宓
摹
す
る
所
の
小
石
を
燕
市
に
得
、
褚
本
を
用
て
縮
し
て
径

寸
と
成
し
、
青
田
石
の
四
面
に
刻
す
。
字
細
な
る
こ
と
蠅
頭
の
若
く
、
而
れ
ど

も
寛
綽
容
与
と
し
て
、
能
く
筆
勢
を
尽
く
し
、
以
て
原
本
と
校
ぶ
る
に
、
豪
髪

を
失
は
ず
、
此
れ
又
た
玉
枕
の
後
の
一
奇
翫
な
り
。
李
宓
は
神
廟
の
時
の
人
為

り
、
書
学
精
な
る
こ
と
能
く
此
く
の
如
し
、
而
れ
ど
も
名
は
時
に
顕
れ
ず
、
爵

里
亦
た
従
り
て
考
見
す
る
無
し
、
深
く
惋
惜
す
可
し
。
然
れ
ど
も
幸
に
し
て
此

の
石
を
留
め
、
天
下
後
世
を
し
て
尚
ほ
李
宓
の
姓
名
有
る
を
知
ら
し
む
る
は
、

亦
た
之
を
不
幸
と
謂
ふ
可
か
ら
ず
。
余 

此
の
石
を
得
て
絶
だ
之
を
珍
愛
し
、

念
じ
て
終
没
す
る
に
忍
び
ず
、乃
ち
数
十
本
を
精
搨
し
、人
間
に
流
布
せ
し
む
。

李
宓 

知
る
有
ら
ば
、
当
に
王
生
を
引
き
て
知
己
と
為
す
べ
し
。
或
い
は
李
宓

を
知
る
者
有
る
に
遇
ひ
、僕
を
し
て
其
の
生
平
を
考
え
、作
り
て
小
伝
を
為
し
、

此
の
石
と
俱
に
不
朽
な
ら
し
む
る
を
得
れ
ば
、
是
れ
亦
た
千
古
の
一
快
事
な

り
。（
王
澍
『
虚
舟
題
跋
』
巻
九
）（

11
（

王
澍
は
賈
似
道
に
よ
る
「
玉
枕
本
」
を
縮
本
蘭
亭
の
淵
源
と
し
つ
つ
、
蠅
頭
の
よ
う

に
小
さ
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
寛
綽
容
与
、
能
尽
筆
勢
」
の
さ
ま
で
青
田
石
の
四
面

に
刻
さ
れ
た
「
万
松
山
房
本
」
を
「
玉
枕
の
後
の
一
奇
翫
」
と
称
賛
す
る
。「
寛
綽

容
与
」
は
よ
く
似
た
「
寛
綽
有
餘
」（

11
（

が
小
字
の
形
容
に
よ
く
用
い
ら
れ
、「
能
尽
筆
勢
」

は
『
中
庸
』
の
「
能
尽
其
性
」
等（

11
（

が
も
と
で
あ
る
。
こ
の
「
寛
綽
容
与
、能
尽
筆
勢
」

と
は
要
す
る
に
「
広
々
と
余
裕
を
も
っ
て
書
か
れ
、筆
勢
を
発
揮
し
つ
く
し
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
玉
枕
本
」
が
定
武
本
に
基
づ
く
の
に
対
し
、「
万
松

山
房
本
」
は
褚
摹
系
に
属
す
る
と
い
う
。
し
か
し
、
王
澍
は
北
京
で
偶
然
こ
の
石
を

得
た
も
の
の
、
李
宓
と
い
う
人
物
に
調
べ
至
ら
ず
、
ど
こ
の
出
身
か
も
わ
か
ら
な
い

全
く
無
名
の
人
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
王
澍
が
得
る
こ
と
の
で
き
た
李
宓
の
情
報
は

た
だ
万
暦
期
の
人
と
い
う
一
点
の
み
で
、
こ
れ
は
「
万
松
山
房
本
」
の
款
記
を
読
み

取
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
王
澍
は
「
万
松
山
房
本
」
が
逸
失
す
る
こ
と
を
惜
し

み
、
数
十
本
の
拓
本
を
流
布
さ
せ
た
と
い
う
。
こ
の
文
章
が
書
か
れ
た
年
代
は
わ
か

ら
な
い
が
、
遅
く
と
も
王
澍
の
没
す
る
乾
隆
八
年
（
一
七
四
三
）
以
前
で
あ
る
。

こ
れ
と
並
行
し
、
乾
隆
八
年
に
は
内
府
に
収
蔵
さ
れ
た
「
万
松
山
房
本
」
の
拓

本
に
張
照
が
跋
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
れ
が
現
在
の
北
京
本
で
あ
る
。
張
照
は
「
万
松

山
房
本
」
を
定
武
系
と
し
、
そ
の
巧
緻
さ
を
称
え
て
い
る
。
し
か
し
、
縮
本
蘭
亭
一

般
の
歴
史
を
説
く
跋
文
の
内
容
か
ら
し
て
、
彼
も
李
宓
が
何
者
で
あ
る
か
を
知
ら
な

い
よ
う
で
あ
る（

11
（

。
こ
の
拓
本
は
後
に
『
石
渠
宝
笈
三
編
』
に
収
録
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
恐
ら
く
乾
隆
年
間
半
ば
以
降
に
、
揚
州
の
人
で
金
石
学
に
通
じ
た
汪

楍
に
よ
り
「
万
松
山
房
本
」
の
翻
刻
本
が
つ
く
ら
れ
た
。
さ
ら
に
少
し
後
、
清
朝
芸

苑
の
中
心
人
物
た
ち
は
よ
う
や
く
李
宓
が
何
者
な
の
か
を
知
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ

ら
の
事
情
は
黄
易
『
秋
盦
遺
稿
』「
跋
汪
雪
礓
摹
禊
帖
縮
本
」
に
詳
し
い
。

賈
秋
壑
の
玉
枕
定
武 

已
に
奇
な
れ
ど
も
、
李
宓
の
縮
す
る
所
は
尤
も
更
に
小

さ
く
更
に
奇
な
り
。
雪
礓
兄
両
つ
な
が
ら
之
を
摹
し
、
毫
髪
を
差
せ
ず
、
誰
か

云
は
ん
、
今
人
は
古
に
及
ば
ず
と
。
王
虚
舟
吏
部 

初
め
て
李
宓
の
刻
石
を
燕

市
に
得
る
も
、
其
の
人
を
知
ら
ず
。
吾
が
友
陳
照
圃 

閩
よ
り
来
り
て
云
は
く
、

「
李
宓
、
字
は
羲
民
、
閩
の
龍
渓
の
人
、
万
関
の
下
に
家
す
。
明
の
万
暦
の
間
、

書
を
以
て
名
あ
り
、
梵
宇
琳
宮
は
多
く
其
の
遺
跡
に
し
て
、
董
文
敏
其
の
書
を

慕
ひ
、
毎
に
幣
を
具
し
て
之
を
求
む
る
の
事
邑
乗
に
具
は
る
」
と
。
陳
君
曽
て

小
楷
黄
庭
内
景
経
の
手
づ
か
ら
龍
池
片
石
に
刻
せ
る
者
を
見
る
に
、
極
め
て
精

妙
な
り
、
海
豊
張
外
郎
穆
庵
に
之
を
購
得
せ
ら
れ
家
に
蔵
さ
る
、
其
の
説
信
ず

可
し
。
王
吏
部
云
は
く
、「
余 

李
宓
の
刻
石
を
得
、
絶
だ
之
を
珍
愛
し
、
終
没
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す
る
に
忍
び
ず
、
数
十
本
を
精
拓
し
、
人
間
に
流
布
せ
し
む
。
李
宓
知
る
有

ら
ば
、
当
に
王
生
を
引
き
て
知
己
と
為
さ
ん
」
と
。
今
雪
礓
兄
の
妙
手
精
心
、

名
蹟
の
伝
を
広
め
、
亦
た
古
人
の
知
己
た
り
。
惟
だ
余
の
生
ず
る
や
晚
く
、
未

だ
吏
部
に
見
え
て
陳
君
の
言
を
以
て
相
ひ
告
げ
て
一
に
快
然
と
称
す
る
を
為

す
能
は
ざ
る
も
、
雪
礓
兄 

之
を
知
る
有
り
、
亦
た
良
に
慰
ま
ん
。
玉
枕
は
是

れ
廖
瑩
中
の
手
づ
か
ら
縮
す
る
を
経
、
廖
と
李
と
皆
な
閩
人
た
り
。
異
苔
岑
を

同
じ
く
し
、
後
先
媲
美
す
、
何
ぞ
閩
人
の
多
藝
な
ら
ん
や
。（
黄
易
『
秋
盦
遺

稿
』）（

11
（

 

こ
こ
で
は
李
宓
の
縮
本
が
玉
枕
本
よ
り
も
「
更
に
小
さ
く
更
に
奇
」
で
あ
る
こ
と
、

汪
楍
（
雪
礓
）
が
そ
っ
く
り
の
複
製
を
作
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
続
け
て
、

陳
照
圃
な
る
人
物
の
言
と
し
て
李
宓
の
詳
細
が
語
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
は
概
ね
『
漳

州
府
志
』
と
重
な
る
が
、
こ
ち
ら
の
方
が
や
や
詳
し
く
、
す
で
に
見
た
「
万
関
の
下

に
家
す
」
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。
黄
易
は
李
宓
の
こ
と
を
王
澍
に
伝
え
ら
れ
な
か
っ

た
の
を
惜
し
み
つ
つ
、
汪
楍
が
こ
れ
を
知
っ
た
の
は
せ
め
て
も
の
慰
み
だ
と
い
う
。

こ
の
文
献
か
ら
、
王
澍
の
博
学
を
も
っ
て
し
て
も
調
べ
つ
か
な
か
っ
た
無
名
の
書

家
、
李
宓
に
つ
い
て
乾
隆
後
期
の
文
人
た
ち
が
知
り
得
た
経
緯
が
明
ら
か
と
な
る
。

（
三
）
乾
隆
四
十
七
年
十
月
の
翁
方
綱
と
施
学
濂

乾
隆
四
十
七
年
（
一
七
八
二
）
十
月
二
十
日
、
つ
い
に
最
も
重
要
な
評
者
、
翁

方
綱
が
「
万
松
山
房
本
」
と
対
面
を
果
た
す
。
こ
の
と
き
李
宓
の
原
刻
と
汪
楍
の
翻

刻
、
両
石
は
と
も
に
揚
州
の
黄
氏
な
る
者
の
手
に
あ
っ
た
。
翁
方
綱
に
「
万
松
山
房

本
」
の
拓
本
を
見
せ
た
の
は
、
杭
州
の
施
学
濂
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
施
学
濂
は
も

う
一
つ
、
南
宋
の
「
玉
枕
本
」
拓
本
も
所
持
し
て
お
り
、
す
で
に
翁
方
綱
に
跋
を
乞

う
て
い
た
。
同
日
、
翁
方
綱
は
「
万
松
山
房
本
」
を
底
本
と
し
、
そ
の
誤
り
を
修
正

し
つ
つ
自
ら
「
翁
縮
本
」
を
制
作
し
た
。
黒
川
本
は
題
箋
に
「
為
耦
堂
侍
御
題
」、

第
二
跋
に
「
与
侍
御
談
及
細
書
於
其
後
」
と
あ
り
、「
耦
堂
侍
御
」
と
は
施
学
濂
を

指
し
て
い
る（

11
（

。
題
箋
と
第
一
跋
の
日
付
は
い
ず
れ
も
同
年
十
月
二
十
二
日
、
初
め

て
「
万
松
山
房
本
」
を
見
た
二
日
後
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
黒
川
本
は
ま
さ
に
こ
の

日
、
施
学
濂
が
翁
方
綱
に
見
せ
、「
翁
縮
本
」
の
底
本
と
な
っ
た
拓
本
そ
の
も
の
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
時
の
翁
方
綱
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
翁
方
綱
『
復
初
斎
文
集
』
手
稿
本（

11
（

に

載
る
同
年
十
月
二
十
日
の
原
稿
三
篇
（
図
４
）、
す
な
わ
ち
、「
自
跋
審
正
万
松
山
房

縮
本
蘭
亭
」、「
跋
施
耦
堂
所
蔵
万
松
山
房
縮
本
蘭
亭
」、「
又
書
耦
堂
玉
枕
本
後
」
に

最
も
詳
し
い
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
自
跋
審
正
万
松
山
房
縮
本
蘭
亭
」
は
「
万

松
山
房
本
」
の
欠
点
を
具
体
的
に
指
摘
し
つ
つ
、
自
ら
の
制
作
し
た
縮
本
に
つ
い
て

述
べ
た
も
の
で
、
の
ち
に
定
稿
『
復
初
斎
文
集
』
巻
二
十
七
に
「
審
正
万
松
山
房
縮

臨
本
」（

11
（

と
し
て
収
録
さ
れ
た
ほ
か
、
後
半
部
は
そ
の
ま
ま
「
翁
縮
本
」
自
跋（

11
（

の
原

稿
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
跋
施
耦
堂
所
蔵
万
松
山
房
縮
本
蘭
亭
」
は
施
学
濂

蔵
「
万
松
山
房
本
」
跋
の
原
稿
、
つ
ま
り
黒
川
本
第
一
跋
の
原
稿
に
あ
た
る
と
考
え

ら
れ
る
。「
又
書
耦
堂
玉
枕
本
後
」
は
同
じ
施
学
濂
蔵
「
玉
枕
本
」
へ
の
跋
の
原
稿

で
あ
る
。
以
下
、
三
篇
の
翻
刻
を
示
す
。

自
跋
審
正
万
松
山
房
縮
本
蘭
亭

万
松
山
房
縮
臨
蘭
亭
、
後
題
万
暦
丙
午
年
秋
九
月
重
陽
前
李
宓
臨
并
勒
於
万
松

山
房
。
此
本
行
次
位
置
大
誤
者
凡
二
処
。
第
十
行
末
錯
移
下
一
字
、
第
十
八
行

末
錯
移
上
一
字
也
。
至
其
筆
画
之
失
、
則
稽
字
下
半
誤
移
正
中
、
觴
字
誤
昜
為

易
二
処
、
叙
字
多
一
丿
、
騁
字
馬
下
三
点
誤
為
一
画
、
躁
字
小

下
半
全
失
、
不

同
不
字
上
画
誤
連
、
当
字
右
直
誤
断
、
己
字
訛
已
、
怏
字
訛
快
、
不
知
不
字
上
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画
誤
連
、
老
字
上
半
折
処
誤
断
、
所
之
之
字
末
筆
全
失
、
既
字
左
半
全
失
、
倦

字
訛
亻
、
遷
字
中
誤
加
横
、
尽
字
中
間
誤
多
一
横
、
死
字
左
誤
巳
二
処
、
亦
字

訛
作
三
点
、
昔
人
昔
字
下
日
訛
作
草
書
、
之
由
之
字
訛
作
草
書
、
後
二
之
字
亦

然
、
嘗
字
末
筆
誤
出
太
長
、
未
嘗
不
不
字
全
失
、
不
能
喩
之
不
字
誤
連
、
喩
字

失
一
横
、
虚
字
下
半
全
失
、
視
昔
視
字
ネ
（
筆
者
注
：
草
書
）
誤
為
ネ
（
筆
者

注
：
楷
書
）、
故
列
故
字
末
筆
、
列
字
末
筆
皆
失
、
致
字
、
攬
字
、
将
字
皆
全
失
。

以
上
就
其
顕
然
失
誤
者
、
已
有
卅
五
処
之
多
、
至
其
細
微
曲
折
不
能
肖
者
、
則

字
字
有
之
。
此
内
止
死
生
亦
大
矣
亦
字
、
惟
褚
本
或
有
作
三
点
者
、
其
餘
則
欧

褚
并
無
岐
法
。
此
本
之
失
、
不
帰
以
褚
本
諉
也
。
李
宓
、
字
羲
民
、
福
建
龍
渓

人
。
其
石
曽
為
王
虚
舟
先
生
得
於
燕
市
、後
又
為
揚
州
人
汪
楍
中
也
重
摹
刻
石
、

今
皆
蔵
揚
州
黄
氏
家
。
虚
舟
跋
云
、
用
褚
本
縮
成
逕
寸
、
刻
於
青
田
石
四
面
、

細
若
蠅
頭
、
而
寬
綽
容
与
、
能
尽
筆
勢
、
以
較
原
本
、
不
失
毫
髪
。
此
又
玉
枕

後
一
奇
玩
也
。
虚
舟
頗
以
不
知
其
人
爵
里
為
惜
、
今
予
既
得
其
爵
里
、
而
又
見

其
拓
本
、
何
幸
如
之
。
丙
午
是
明
神
宗
三
十
四
年
、
李
宓
名
款
前
有
蘭
亭
記
三

字
作
一
行
、
後
有
李
宓
二
字
連
殊
小
印
、
是
搨
雖
不
知
是
李
刻
汪
刻
、
然
其
中

顕
然
之
失
、
至
於
行
次
之
誤
移
、
偏
旁
之
失
錯
、
而
虚
舟
以
為
較
原
本
不
失
毫

髮
、
則
虚
舟
所
謂
以
宋
牋
精
摹
趙
子
固
落
水
本
不
失
毫
髮
者
、
亦
概
可
知
矣
。

信
乎
精
鑑
之
難
也
。
予
従
耦
堂
侍
御
仮
観
、因
用
定
武
落
水
本
筆
意
審
正
重
摹
、

并
識
其
概
於
後
。
然
此
特
因
李
氏
原
刻
、
行
次
参
互
、
勉
為
推
算
改
正
、
是
以

雖
較
李
氏
本
既
加
審
正
、而
仍
不
敢
自
信
為
毫
髮
無
差
也
。
它
日
儻
得
遇
良
工
、

為
我
勒
於
寸
石
、仍
当
重
摹
一
過
、以
求
精
刻
云
爾
。
乾
隆
壬
寅
冬
十
月
廿
日
。

跋
施
耦
堂
所
蔵
万
松
山
房
縮
本
蘭
亭

右
万
松
山
房
縮
本
蘭
亭
。
明
神
宗
三
十
四
年
、
龍
渓
李
宓
羲
民
摹
於
青
田
石
四

面
環
刻
。
其
石
嘗
為
金
壇
王
虚
舟
先
生
得
於
京
師
、
虚
舟
跋
之
謂
、
以
褚
本
縮

成
、
不
失
豪
髪
。
後
為
揚
州
汪
中
也
楍
重
摹
刻
石
。
然
褚
本
与
欧
臨
定
武
本
、

神
理
雖
別
、而
結
構
并
同
。
今
此
石
本
、尚
未
免
有
行
次
之
移
錯
、筆
画
之
疎
失
、

雖
神
気
近
是
、
而
結
構
皆
非
矣
。
未
知
虚
舟
何
以
言
豪
髪
之
不
失
也
。
予
以
油

素
影
摹
、
凡
改
正
四
十
餘
字
、
而
後
成
。
它
日
儻
遇
良
工
、
亦
以
青
田
小
石
精

鐫
之
、
庶
幾
可
備
鑑
家
論
次
爾
。
乾
隆
壬
寅
冬
十
月
廿
日
。

又
書
耦
堂
玉
枕
本
後

壬
寅
十
月
廿
日
、
耦
堂
侍
御
復
以
所
蔵
万
松
山
房
蠅
頭
縮
本
属
為
審
定
。
即
王

虚
舟
所
謂
、
以
原
本
相
校
、
不
失
毫
髮
者
也
。
然
其
筆
法
行
次
皆
有
疎
失
、
不

及
此
本
遠
矣
。
万
松
山
房
本
勒
於
明
神
宗
時
、
雖
蠅
頭
太
小
、
与
摹
本
不
同
、

然
其
失
処
至
三
四
十
字
之
多
、
亦
足
見
細
書
摹
写
照
顧
之
難
、
而
是
本
為
宋
時

原
刻
無
疑
者
矣
。

ま
ず
、「
自
跋
審
正
万
松
山
房
縮
本
蘭
亭
」
は
、「
万
松
山
房
本
」
を
蘭
亭
序
の

原
作
と
比
較
し
、
二
箇
所
の
行
の
ズ
レ
と
三
十
五
箇
所
の
筆
画
の
誤
り
を
列
挙
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
具
体
的
指
摘
に
つ
い
て
は
、
次
章
に
て
実
物
と
比
較
し
て
詳
し
く
確

認
す
る
。
続
け
て
、
李
宓
が
福
建
龍
渓
の
人
で
あ
り
、
か
つ
て
王
澍
が
そ
の
石
を
手

に
入
れ
、
汪
楍
が
翻
刻
を
作
り
、
今
は
両
石
と
も
揚
州
黄
氏
の
所
有
で
あ
る
と
述
べ

る
。
さ
ら
に
、
王
澍
『
虚
舟
題
跋
』
の
評
価
、「
用
褚
本
縮
成
逕
寸
、
刻
於
青
田
石

四
面
、
細
若
蠅
頭
、
而
寬
綽
容
与
、
能
尽
筆
勢
、
以
較
原
本
、
不
失
毫
髮
。
此
又
玉

枕
後
一
奇
玩
也
」
を
引
用
し
つ
つ
、
王
澍
が
「
原
本
と
比
べ
て
少
し
も
違
わ
な
い
」

と
褒
め
る
の
は
言
い
過
ぎ
で
、
実
際
に
は
多
く
の
誤
り
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
施
学
濂
か
ら
こ
の
拓
本
を
借
り
、「
定
武
落
水
本
」
の
筆
意
に
よ
っ
て
修

正
し
つ
つ
自
ら
も
模
本
を
作
っ
た
と
い
う
。
款
記
等
の
形
式
を
描
写
し
た
傍
線
部
は

『
復
初
斎
文
集
』
定
稿
や
「
翁
縮
本
」
自
跋
で
は
削
ら
れ
て
い
る
が
、
本
文
の
「
は
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図４　翁方綱『復初斎文集』手稿本
（台北中央図書館）



54

じ
め
に
」
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
情
報
は
黒
川
本
の
款
記
の
体

裁
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
直
後
の
波
線
部
も
定
稿
や
自
跋
に
見
ら
れ
な
い

記
述
だ
が
、「
こ
の
拓
本
が
李
宓
原
刻
・
汪
楍
翻
刻
の
ど
ち
ら
で
あ
る
か
は
わ
か
ら

な
い
」
と
い
う
重
要
な
証
言
で
あ
る
。

次
に
、「
跋
施
耦
堂
所
蔵
万
松
山
房
縮
本
蘭
亭
」
で
は
、
ま
ず
「
万
松
山
房
本
」

の
概
要
を
手
短
に
述
べ
、
王
澍
へ
の
反
論
、
自
ら
油
素
を
用
い
て
修
正
版
を
制
作
し

た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
黒
川
本
第
一
跋
で
は
大
き
な
変
更
点
と
し
て
褚
摹
系
と
定
武

系
に
つ
い
て
論
じ
た
傍
線
部
が
削
ら
れ
、
代
わ
り
に
「
此
其
初
本
、
今
不
可
多
得

矣
」
の
一
節
が
加
わ
る
。
こ
の
追
加
さ
れ
た
一
節
は
「
こ
の
拓
本
は
汪
楍
翻
刻
で
は

な
く
李
宓
原
刻
で
あ
り
、
今
は
多
く
得
ら
れ
な
い
」
の
意
味
で
あ
り
、
こ
れ
を
信
ず

る
か
ぎ
り
翁
方
綱
は
黒
川
本
第
一
跋
を
清
書
す
る
ま
で
の
二
日
間
に
そ
の
見
分
け
方

を
知
っ
た
こ
と
に
な
る
。
現
状
、
汪
楍
翻
刻
に
つ
い
て
は
実
物
の
情
報
が
な
く
、
こ

れ
以
上
の
資
料
が
出
現
し
な
い
う
ち
は
翁
方
綱
の
言
に
従
い
、
黒
川
本
を
原
刻
拓
本

と
し
て
お
く
。
や
や
参
考
に
な
る
の
は
、
同
石
の
拓
本
と
み
ら
れ
る
北
京
本
が
、
汪

楍
翻
刻
よ
り
も
お
そ
ら
く
遡
る
張
照
の
跋
を
伴
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
ま

た
、
黒
川
本
第
一
跋
で
は
文
末
一
文
が
第
二
跋
の
話
題
を
導
く
よ
う
に
変
更
さ
れ
て

い
る
。

こ
こ
で
、
王
澍
の
批
評
の
引
用
方
法
が
異
な
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
前
文

に
お
い
て
は
、
王
澍
『
虚
舟
題
跋
』
原
文
の
該
当
箇
所
「
用
褚
本
縮
成
逕
寸
、
刻
於

青
田
石
四
面
、
細
若
蠅
頭
、
而
寬
綽
容
与
、
能
尽
筆
勢
、
以
較
原
本
、
不
失
毫
髪
。

此
又
玉
枕
後
一
奇
玩
也
」を
ほ
ぼ
変
更
せ
ず
全
文
引
用
し
て
い
た
。こ
れ
に
対
し
、「
跋

施
耦
堂
所
蔵
万
松
山
房
縮
本
蘭
亭
」
で
は
「
以
褚
本
縮
成
、
不
失
豪
髪
」
の
二
句
の

み
の
引
用
に
絞
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
王
澍
に
よ
る
評
の
う
ち
翁
方
綱
が
最

も
興
味
を
示
し
た
の
が
「
褚
摹
本
を
底
本
と
し
」「
そ
っ
く
り
に
出
来
上
が
っ
て
い

る
」
と
い
う
部
分
で
、
残
る
「
字
が
蠅
頭
の
よ
う
に
細
か
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
余
裕

が
あ
っ
て
筆
勢
を
発
揮
し
尽
く
し
て
い
る
」
の
く
だ
り
は
二
の
次
に
置
か
れ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
よ
り
踏
み
込
ん
で
い
え
ば
、
王
澍
の
原
文
で
は
「
寬
綽
容
与
、
能

尽
筆
勢
」
と
い
う
表
現
面
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
が
、
こ
こ
で
の

翁
方
綱
の
引
用
は
単
に
「
褚
摹
本
を
原
本
と
し
、
そ
っ
く
り
写
し
た
」
と
な
っ
て
お

り
、
何
が
ど
の
よ
う
に
一
致
し
て
い
る
の
か
が
削
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
黒
川
本
第

一
跋
で
は
、
手
稿
の
段
階
で
存
在
し
た
傍
線
部
の
「
神
気
是
に
近
し
と
雖
も
」
と
い

う
表
現
面
の
美
点
を
認
め
る
文
言
も
削
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
、「
行
次
位
置
の
移
失
、

偏
傍
点
画
の
舛
訛
」
と
い
う
点
が
原
本
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
王
澍
の

鑑
賞
眼
に
疑
問
を
呈
す
る
の
で
あ
る
。
清
朝
書
壇
を
俯
瞰
し
た
時
、
王
澍
と
翁
方
綱

は
と
も
に
帖
学
か
ら
碑
学
へ
の
転
換
期
に
活
躍
し
た
学
者
と
し
て
、
同
じ
括
り
に
入

れ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
で
、
翁
方
綱
が
先
代
の
碩
学
・
王
澍
を
頻
繁
に
批
判

し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
中
に
は
大
き
な
主
張
の
一
致
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
や
や
不
当
と
も
言
う
べ
き
論
点
の
す
り
替
え
に
よ
っ
て
自
説
の
価
値
を
高
め

よ
う
と
す
る
傾
向
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

1（
（

。
こ
こ
で
も
そ
う
し
た
傾
向
が
指
摘
で
き

る
が
、「
寬
綽
容
与
、
能
尽
筆
勢
」
と
い
っ
た
表
現
面
を
重
ん
じ
る
王
澍
と
、「
行
次

位
置
の
移
失
、偏
傍
点
画
の
舛
訛
」
と
い
っ
た
正
確
性
に
注
目
す
る
翁
方
綱
の
間
に
、

確
か
な
書
学
観
の
変
化
が
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
見
逃
せ
な
い
。

第
三
の
「
又
書
耦
堂
玉
枕
本
後
」
は
、
以
上
の
経
緯
を
総
括
し
、「
万
松
山
房
本
」

よ
り
も
「
玉
枕
本
」
を
よ
し
と
す
る
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
い
わ
く
、施
学
濂
が
「
玉

枕
本
」
に
続
け
て
「
万
松
山
房
本
」
も
見
せ
て
く
れ
た
。
王
澍
が
原
本
と
少
し
も
違

わ
な
い
と
絶
賛
し
た
作
品
だ
が
、
筆
法
や
行
の
配
置
に
不
正
確
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、

「
玉
枕
本
」
に
は
遠
く
及
ば
な
い
。「
万
松
山
房
本
」
は
蠅
頭
書
で
大
変
小
さ
く
書
か

れ
、
模
本
の
類
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
三
十
、四
十
字
も
の
誤
り
が
あ
る
と

い
う
。
こ
こ
で
も
王
澍
の
評
は
「
以
原
本
相
校
、不
失
毫
髪
」
だ
け
が
引
用
さ
れ
る
。

手
稿
の
二
日
後
、
黒
川
本
第
一
跋
を
清
書
し
た
翁
方
綱
は
、
さ
ら
に
六
日
後
の
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十
月
二
十
八
日
、「
自
跋
審
正
万
松
山
房
縮
本
蘭
亭
」
の
後
半
を
も
と
に
「
翁
縮
本
」

自
跋
を
付
し
て
い
る
。
な
お
、
黒
川
本
第
二
跋
は
年
紀
が
な
く
正
確
な
書
写
年
月
日

は
不
明
だ
が
、
原
稿
か
ら
の
変
更
点
で
も
あ
る
文
末
の
「
師
宜
官
逕
寸
の
意
」
の
言

及
を
介
し
て
話
題
が
繋
が
っ
て
お
り
、
第
二
跋
末
に
「
侍
御
と
細
書
に
談
及
す
る
に

因
り
、
因
り
て
其
の
後
に
附
書
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
一
跋
の
清
書
と
同
時
の

可
能
性
が
高
い
。
第
二
跋
の
内
容
に
つ
い
て
は
本
稿
第
四
章
で
論
ず
る
。

こ
れ
以
降
、
翁
方
綱
が
「
万
松
山
房
本
」
に
言
及
し
た
例
を
二
つ
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
。
一
つ
は
乾
隆
六
十
年
（
一
七
九
五
）、「
蠅
頭
書
冊
・
耆
儒
澄
鑑
」（
東

京
国
立
博
物
館
、
図
５
）（

11
（

の
制
作
に
参
加
し
た
際
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
幅

六
ミ
リ
の
罫
線
が
引
か
れ
た
小
冊
子
に
乾
隆
期
の
文
人
た
ち
二
十
六
人
が
寄
せ
書
き

し
た
も
の
で
、
翁
方
綱
は
ま
ず
第
一
段
と
し
て
「
万
松
山
房
本
」
評
を
再
書
し
、
三

日
後
、
第
二
段
と
し
て
乾
隆
四
十
七
年
当
時
の
こ
と
を
回
顧
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ

の
三
年
後
の
嘉
慶
三
年（
一
七
九
八
）、何
元
錫（
一
七
六
六
〜
一
八
二
九
）蔵
す
る「
万

松
山
房
本
」
に
も
簡
潔
な
跋
を
寄
せ
て
い
る（

11
（

。

（
四
）「
翁
縮
本
」
の
ゆ
く
え

「
翁
縮
本
」
の
肉
筆
原
跡
は
現
在
確
認
で
き
な
い
が
、
制
作
翌
年
に
劉
墉

（
一
七
一
九
〜
一
八
〇
四
）と
宋
葆
淳（
一
七
四
八
〜
一
八
一
七
）の
跋
が
寄
せ
ら
れ
、

さ
ら
に
嘉
慶
二
十
年
（
一
八
一
五
）、
劉
彬
華
（
一
七
七
〇
〜
一
八
二
八
）
ら
四
人

の
観
款
が
付
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
つ
の
原
跡
か
ら
二
種
の
刻
石
が
作

ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
嘉
慶
二
十
一
年
（
一
八
一
六
）
に
広
州
に
て
謝
青
岩
が
刻
し

た
も
の
（
北
京
故
宮
博
物
院
、
図
６
）（

11
（

と
、
咸
豊
三
年
（
一
八
五
三
）
に
長
沙
に
て

汪
蔚
が
刻
し
た
も
の
（
東
京
国
立
博
物
館
、
図
２
）
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
李
宓
と
翁
方
綱
に
よ
る
縮
本
蘭
亭
の
系
統
と
現
存
拓
本
の
関
係
を
ま

と
め
て
お
く
。
ま
ず
、
①
万
暦
三
十
四
年
（
一
六
〇
六
）、
李
宓
が
「
万
松
山
房
本
」

を
書
し
て
石
に
刻
ん
だ
。
清
初
、
王
澍
が
こ
の
石
を
入
手
し
、
そ
の
後
②
汪
楍
が
複

製
を
作
っ
た
。
次
に
、翁
方
綱
は
乾
隆
四
十
七
年
（
一
七
八
二
）
十
月
二
十
日
に
「
万

松
山
房
本
」
を
見
て
、
こ
れ
を
底
本
と
し
て
修
正
を
加
え
肉
筆
「
翁
縮
本
」
を
制
作

し
た
。
こ
の
「
翁
縮
本
」
は
劉
墉
・
宋
葆
淳
ら
が
跋
し
た
の
ち
、
③
嘉
慶
二
十
一
年

（
一
八
一
六
）
に
広
州
の
謝
青
岩
が
、
④
咸
豊
三
年
（
一
八
五
三
）
に
長
沙
の
汪
蔚

が
、
そ
れ
ぞ
れ
石
に
刻
ん
だ
。
刻
石
は
①
〜
④
の
四
種
が
あ
り
、
現
存
拓
本
の
う
ち

黒
川
本
と
北
京
本
の
「
万
松
山
房
本
」
は
①
、
北
京
故
宮
博
物
院
の
「
翁
縮
本
」
は

③
、
東
京
国
立
博
物
館
の
「
翁
縮
本
」
は
④
の
拓
本
で
あ
る
。
②
の
拓
本
は
管
見
の

限
り
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

三
　
縮
本
蘭
亭
の
正
確
性
と
筆
意
の
表
現

以
上
が
「
万
松
山
房
本
」
の
制
作
か
ら
「
翁
縮
本
」
が
石
に
刻
さ
れ
る
ま
で
の

文
献
上
確
認
で
き
る
過
程
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
実
際
に
作
品
を
観
察
し
な
が
ら
文

献
の
情
報
を
検
証
し
つ
つ
、
考
察
を
加
え
て
い
く
。

（
一
）
翁
方
綱
「
審
正
万
松
山
房
縮
臨
本
」
を
読
む

翁
方
綱
は
具
体
的
に
「
万
松
山
房
本
」
の
ど
の
よ
う
な
点
を
不
満
と
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
以
下
、
翁
方
綱
が
手
稿
「
自
跋
審
正
万
松
山
房
縮
本
蘭
亭
」
お
よ
び
『
復

初
斎
文
集
』
巻
二
十
七
「
審
正
万
松
山
房
縮
臨
本
」
に
お
い
て
具
体
的
に
指
摘
す
る

箇
所
を
黒
川
本
に
よ
っ
て
確
認
し
て
い
く
。
以
下
各
項
の
テ
キ
ス
ト
は
特
に
断
り

が
な
い
限
り
『
復
初
斎
文
集
』
定
稿
に
よ
っ
た
。
あ
わ
せ
て
、「
翁
縮
本
」
東
博
拓

本
を
参
照
し
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
。
ま
た
、
蘭
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図５　「蠅頭書冊・耆儒澄鑑」
のうち翁方綱第一段・第二段

（（（（（ 年、東京国立博物館）

図６　「翁方綱縮本蘭亭序」
（（8（（ 年刻、北京故宮博物院）



57

図７　「定武蘭亭序・柯九思本」（台北故宮博物院）図８　「定武蘭亭序・清内府摹刻落水本」（北京故宮博物院）

図９　「馮承素摹蘭亭序・神龍半印本」（北京故宮博物院）図 （0　「褚遂良摹蘭亭序・黄絹本」（台北故宮博物院寄託）
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亭
序
主
要
諸
本（

11
（

の
該
当
箇
所
と
も
比
較
す
る
。
す
べ
て
を
確
認
す
る
の
は
や
や
煩

雑
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
作
業
自
体
、
翁
方
綱
の
考
証
が
い
か
に
精

密
で
微
視
的
で
あ
る
か
、
つ
ま
り
は
そ
の
最
大
の
特
徴
を
物
語
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
こ
の
作
業
を
通
し
て
得
ら
れ
た
材
料
を
も
と
に
、
次
節
で
二
つ
の
縮
本
蘭
亭
の

違
い
を
考
察
し
て
い
く
。

蘭
亭
諸
本
で
は
、
翁
方
綱
が
最
も
正
統
に
位
置
づ
け
た
定
武
本
拓
本
「
落
水
本
」

が
現
蔵
不
明
の
た
め
、
現
在
定
武
本
の
真
作
で
あ
る
可
能
性
が
最
も
高
い
と
さ
れ
る

「
柯
九
思
本
」（
台
北
故
宮
博
物
院
、
図
７
）
を
主
と
し
、
清
代
に
「
落
水
本
」
を
模

刻
し
た
「
清
内
府
摹
刻
落
水
本
」（
北
京
故
宮
博
物
院
、
図
８
）
も
参
照
す
る
。
広

義
の
褚
摹
系
と
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
で
は
、
修
正
痕
を
よ
く
止
め
原
本
に
比
較
的
近

い
搨
模
本
と
さ
れ
る
「
神
龍
半
印
本
（
八
柱
第
三
本
）」（
北
京
故
宮
博
物
院
。
以
下
、

神
龍
本
。
図
９
）
を
主
な
比
較
対
象
と
す
る
。「
神
龍
本
」
は
通
常
、
馮
承
素
模
と

紹
介
さ
れ
る
が
、
翁
方
綱
は
褚
摹
系
に
分
類
し
て
い
る
た
め
本
稿
で
は
こ
れ
に
従

う
。
ま
た
、
他
の
褚
摹
系
で
は
領
を
嶺
に
作
る
「
領
字
従
山
本
」
と
し
て
も
知
ら
れ

る
「
黄
絹
本
」（
蘭
千
山
館
よ
り
台
北
故
宮
博
物
院
に
寄
託
。
図
10
）
を
多
く
参
照

し
た
。
さ
ら
に
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
他
諸
本
に
も
言
及
す
る
。
比
較
図
版
は
「
万

松
山
房
本
（
黒
川
本
）」「
翁
縮
本
（
東
博
本
）」「
柯
九
思
本
」「
神
龍
本
」
の
順
に

示
し
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
他
字
例
を
後
尾
に
付
し
た
。

①　
第
十
行
末
錯
移
下
一
字
（
図
11
）

「
万
松
山
房
本
」
で
は
第
十
行
末
は
「
聴
」、
第
十
一
行
頭
は
「
之
」
と
な
っ
て

い
る
が
、
正
し
く
は
「
之
」
を
第
十
行
末
に
入
れ
、
第
十
一
行
頭
は
「
娯
」
か
ら
始

め
る
べ
き
だ
と
い
う
指
摘
。
翁
方
綱
は
そ
れ
以
上
言
わ
な
い
が
、
黒
川
本
を
見
る
と

こ
こ
で
生
じ
た
行
の
ズ
レ
は
後
二
行
ま
で
続
い
て
お
り
、
正
し
く
は
第
十
二
行
頭

「
仰
」
と
第
十
三
行
頭
「
内
」
も
前
行
末
に
収
め
る
べ
き
で
あ
る
。「
翁
縮
本
」
で
は

い
ず
れ
も
修
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
行
の
ズ
レ
は
法
帖
類
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
現
象
だ
が
、
あ
る
程
度
原
跡
に
近
い
蘭
亭
序
の
主
要
諸
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。

②　
第
十
八
行
末
錯
移
上
一
字
（
図
12
）

第
十
八
行
末
「
能
」
は
正
し
く
は
次
行
頭
に
送
る
べ
き
と
い
う
指
摘
。『
復
初
斎

文
集
』
版
本
は
い
ず
れ
も
「
第
八
行
」
に
作
る
が
、手
稿
本
は
「
第
十
八
行
」
に
作
っ

て
お
り
、
黒
川
本
を
確
認
す
る
と
手
稿
本
が
正
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。「
翁
縮
本
」

で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。
主
要
諸
本
に
異
同
は
な
い
。

③　
稽
字
下
半
誤
移
正
中
（
図
13
）

第
二
行
「
稽
」
の
「
旨
」
部
を
下
部
中
央
に
お
く
異
体
字
を
用
い
る
が
、
正
し

く
は
通
常
の
偏
旁
の
字
体
に
す
べ
き
だ
と
い
う
指
摘
。
こ
の
異
体
字
は
鄭
道
昭
「
鄭

文
公
碑
」
な
ど
六
朝
以
来
少
な
か
ら
ず
用
例
が
見
ら
れ
る
が
、
蘭
亭
序
の
主
要
諸
本

で
の
用
例
は
な
い
。「
翁
縮
本
」
で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
黄
絹
本
」
で
は

現
在
こ
の
「
旨
」
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。

④　
觴
字
誤
昜
為
易
（
二
処
）（
図
14
）

第
五
行
と
第
七
行
「
觴
」
の
旁
下
部
を
「
易
」
に
作
る
が
、
正
し
く
は
「
昜
」

だ
と
い
う
指
摘
。
こ
の
横
画
を
省
略
す
る
例
は
一
般
的
に
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
主
要

諸
本
に
は
な
い
が
、
楷
書
の
（
伝
）
欧
陽
詢
「
蘭
亭
記
」
が
近
い
例
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。「
翁
縮
本
」
で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。

⑤　
叙
字
多
一
丿
（
図
15
）

第
七
行
「
叙
」
の
旁
を
「
攵
」
に
作
る
が
、正
し
く
は
「
又
」
で
あ
る
と
の
指
摘
。

翁
方
綱
の
指
摘
は
概
ね
正
し
い
が
、「
柯
九
思
本
」
や
「
黄
絹
本
」
は
「
又
」
の
横
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画
を
独
立
さ
せ
、「
神
龍
本
」も
右
上
の
転
折
を
大
き
く
突
出
さ
せ
て
筆
を
返
す
。「
翁

縮
本
」
は
通
常
の
「
又
」
に
作
り
、
筆
法
の
細
部
ま
で
は
再
現
さ
れ
て
い
な
い
。

⑥　
騁
字
馬
下
三
点
誤
為
一
画
（
図
16
）

第
十
行
「
騁
」
の
馬
の
四
点
を
一
本
線
に
略
し
て
い
る
が
、
正
し
く
は
三
点
に

作
る
べ
き
と
の
指
摘
。「
翁
縮
本
」
で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
柯
九
思
本
」

や
「
神
龍
本
」
は
三
点
を
打
ち
な
が
ら
連
綿
し
、「
黄
絹
本
」
で
も
う
ね
り
を
つ
け

た
一
本
の
曲
線
に
作
る
。
一
方
、「
清
内
府
摹
刻
落
水
本
」
で
は
連
綿
が
切
れ
て
い

る
が
、
点
の
方
向
に
よ
っ
て
意
連
し
て
い
る
。「
翁
縮
本
」
で
は
こ
う
し
た
連
綿
の

筆
意
が
断
た
れ
て
い
る
。

⑦　
躁
字
左
小

下
半
全
失
（
図
17
）

第
十
四
行
「
躁
」
の
旁
下
半
が
全
く
異
な
る
と
い
う
指
摘
。
文
中
の
「
左
」
は

正
し
く
は
「
右
」
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
翁
方
綱
の
こ
の
文
章
中
に
は
手
稿
・
版

本
と
も
に
「
左
」
と
「
右
」
の
誤
表
記
が
多
く
見
ら
れ
る
。「
翁
縮
本
」
で
は
修
正

さ
れ
て
い
る
。「
清
内
府
摹
刻
落
水
本
」
や
「
神
龍
本
」
は
「
翁
縮
本
」
に
似
る
が
、

左
下
へ
の
斜
画
を
二
画
に
分
か
つ
。「
柯
九
思
本
」
や
「
黄
絹
本
」
で
は
該
当
箇
所

が
磨
滅
あ
る
い
は
欠
損
し
、
確
認
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。

図 （（　③稽
（四本＋黄絹本、

鄭文公碑）

図 （（　④觴
（四本＋蘭亭記）

図 （（　②第十八行末
（図 （（ に同じ。以下、この

四本を「四本」と呼称。）

図 （（　①第十行末
（右上「万松山房本」、左上「翁縮本」、

右下「柯九思本」、左下「神龍本」）

図 （（　⑤叙
（四本＋黄絹本）

図 （（　⑥騁
（四本＋黄絹本、

清落水本）
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⑧　
不
同
不
字
上
画
誤
連
（
図
17
）

第
十
四
行
「
不
」
の
第
一
画
と
第
二
画
が
連
綿
し
て
い
る
が
、
離
す
べ
き
で
あ

る
と
の
指
摘
。「
翁
縮
本
」
で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。「
之
」
な
ど
頻
出
す
る
字
が
多

種
多
様
な
形
を
と
り
、
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
蘭
亭
序
の
名

品
た
る
所
以
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
確
か
に
こ
う
し
た
頻
出
字
の
書
き
分
け
に

関
し
て
「
万
松
山
房
本
」
は
無
頓
着
な
よ
う
で
あ
る
。

⑨　
当
字
右
直
誤
断
（
図
17
）

第
十
四
行
「
当
（
當
）」
の
「
口
」
と
「
田
」
の
縦
画
は
繋
げ
る
べ
き
と
の
指
摘
。

こ
こ
も
正
し
く
は
「
右
」
で
な
く
「
左
」
か
と
思
わ
れ
る
。「
翁
縮
本
」
で
は
修
正

さ
れ
て
い
る
。「
黄
絹
本
」
で
は
該
当
箇
所
が
欠
損
し
て
い
る
。

⑩
　
己
字
誤
已
（
図
18
）

第
十
五
行
「
已
」
は
、
正
し
く
は
「
己
」
で
あ
る
と
の
指
摘
。「
翁
縮
本
」
で
は

修
正
さ
れ
て
い
る
。

⑪　
怏
字
誤
快
（
図
18
）

第
十
五
行
「
快
」
は
、
正
し
く
は
「
怏
」
で
あ
る
と
の
指
摘
。「
翁
縮
本
」
で
は

修
正
さ
れ
て
い
る
。
主
要
諸
本
は
ほ
と
ん
ど
「
怏
」
に
作
る
が
、「
蘇
太
簡
本
（
八

柱
第
二
本
）」
は
両
者
の
中
間
と
言
う
べ
き
字
形
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
手
稿
で

は
「
怏
字
訛
快
」
に
作
る
。
手
稿
と
版
本
の
間
で
「
誤
」
と
「
訛
」
の
変
更
は
多
く

見
ら
れ
る
が
、
意
味
に
影
響
し
な
い
た
め
以
下
言
及
し
な
い
。

⑫　
不
知
不
字
上
画
誤
連
（
図
19
）

第
十
五
行
「
不
」
の
第
一
画
と
第
二
画
が
連
綿
し
て
い
る
が
、
離
す
べ
き
で
あ

図 （8　⑩⑪己怏（四本＋黄絹本、蘇太簡本）

図 （（　⑦～⑨躁不同当（四本＋黄絹本、清落水本）
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る
と
の
指
摘
。「
翁
縮
本
」
で
は
「
清

内
府
摹
刻
落
水
本
」
と
同
形
に
修
正

さ
れ
て
い
る
。

⑬　
老
字
上
半
折
処
誤
断
（
図
20
）

第
十
六
行
「
老
」
の
第
三
画
と

第
四
画
が
離
れ
て
い
る
が
、
連
綿
す

べ
き
で
あ
る
と
の
指
摘
。「
翁
縮
本
」

で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
が
、
主
要
諸

本
で
は
第
三
画
の
収
筆
か
ら
や
や
上

が
り
筆
を
返
し
て
連
綿
す
る
筆
勢
を

見
せ
て
お
り
、「
翁
縮
本
」
の
肩
を

落
と
す
字
形
が
正
解
と
は
必
ず
し
も

言
え
な
い
。

⑭　
所
之
之
字
末
筆
全
失
（
図
21
）

第
十
六
行「
所
之
」の「
之
」は
最
終
画
が
全
く
異
な
る
と
い
う
指
摘
。「
翁
縮
本
」

で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。

⑮　
既
字
左
半
全
失
（
図
21
）

「
右
」
と
「
左
」
の
表
記
揺
れ
が
あ
る
た
め
確
定
し
難
い
が
、
第
十
六
行
「
既
」

の
偏
旁
ど
ち
ら
か
が
全
く
異
な
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
実
物
で
確
認
す
る
と
、
偏

の
最
終
画
に
あ
た
る
点
の
有
無
と
、
旁
を
「
元
」
に
作
る
か
「
无
」
に
作
る
か
と
い

う
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
該
当
し
う
る
。
お
そ
ら
く
後
者
だ
ろ
う
。「
翁
縮
本
」
で
は

い
ず
れ
も
修
正
さ
れ
て
い
る
。
偏
は
定
武
本
に
は
点
が
あ
り
、「
神
龍
本
」
で
は
上

の
縦
画
と
点
が
一
体
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。「
黄
絹
本
」
は
点
の
箇
所
で
う

ね
り
を
加
え
る
。
旁
は
主
要
諸
本
で
は
「
元
」
に
作
る
。「
柯
九
思
本
」
は
こ
の
箇

所
に
傷
が
あ
り
見
に
く
い
が
、
や
は
り
「
元
」
に
作
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

⑯　
惓
字
誤
亻
（
図
21
）

第
十
六
行
「
惓
」
の
偏
を
誤
っ
て

人
偏
に
作
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
あ

る
。「
翁
縮
本
」で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。

主
要
諸
本
に
異
同
は
な
い
。

⑰　
遷
字
中
訛
加
横
（
図
22
）

第
十
七
行
「
遷
」
は
「
大
」
の
横

画
が
不
要
で
あ
る
と
の
指
摘
。
こ
の
箇

所
は
東
博
拓
本
で
確
認
す
る
限
り
、「
翁

図 （（　⑫不
（四本＋清落水本）

図 （0　⑬老

図 （（　⑭～⑯之既惓（四本＋黄絹本）
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縮
本
」
で
も
修
正
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

⑱　
尽
字
中
間
誤
多
一
横
（
図
23
）

第
二
十
行
「
尽
（
盡
）」
は
縦
画
へ
移
行
す
る
直
前
の
横
画
一
本
が
不
要
で
あ
る

と
の
指
摘
。「
翁
縮
本
」
で
は
定
武
本
と
同
形
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。

⑲　
死
字
左
誤
巳
（
二
処
）（
図
24
）

第
二
十
行
と
第
二
十
三
行
「
死
」
の
右
下
部
は
「
巳
」
で
な
く
「
匕
」
に
作
る

べ
き
と
の
指
摘
。「
翁
縮
本
」
で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。

⑳　
亦
字
誤
作
三
点
（
惟
褚
本
或
有
作
三
点
者
）（
図
24
）

第
二
十
行
「
亦
」
の
下
部
は
三
点
で
な
く
四
点
に
作
る
べ
き
で
あ
る
と
の
指
摘
。

「
翁
縮
本
」
で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
南
宋
・
姜
夔
「
偏
傍
考
」
か
ら
す
で

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
特
徴
で
あ
る（

11
（

。
確
か
に
定
武
本
や
「
張
金
界
奴
本
（
八
柱
第

一
本
）」
は
四
点
に
作
る
が
連
綿
し
て
い
る
。「
神
龍
本
」
や
「
黄
絹
本
」
は
連
綿
し

て
三
点
に
作
る
。
な
お
、
翁
方
綱
は
こ
の
点
に
限
っ
て
は
定
武
系
・
褚
摹
系
の
間
に

そ
も
そ
も
差
異
が
認
め
ら
れ
る
と
後
に
付
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
に
見

た
よ
う
に
翁
方
綱
の
諸
論
点
は
他
に
も
諸
本
の
揺
れ
が
確
認
で
き
る
も
の
が
あ
る
。

「
翁
縮
本
」
は
連
綿
を
断
っ
て
四
点
に
作
る
が
、
連
続
す
る
筆
意
の
再
現
と
い
う
点

で
は
「
万
松
山
房
本
」
も
必
ず
し
も
劣
ら
な
い
。

㉑　
昔
人
昔
字
下
日
誤
作
草
書
（
図
25
）

第
二
十
一
行
「
昔
」
の
「
日
」
を
草
書
風
の
丸
み
を
帯
び
た
形
に
作
る
が
、
四

角
形
に
す
る
べ
き
と
の
指
摘
。「
翁
縮
本
」
で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。「
黄
絹
本
」
で

は
こ
こ
が
欠
損
し
て
い
る
。

㉒　
之
由
之
字
誤
作
草
書
、
後
二
之
字
亦
然
（
図
26
）

第
二
十
一
行
末
・
第
二
十
三
行
・
第
二
十
七
行
「
之
」
は
草
書
で
な
く
行
書
に

作
る
べ
き
と
の
指
摘
。「
翁
縮
本
」
は
「
万
松
山
房
本
」
と
異
な
り
、「
之
」
の
行
書
・

草
書
の
区
別
ま
で
は
厳
格
に
行
な
っ
て
い
る
が
、
原
跡
の
よ
う
に
全
て
の
「
之
」
を

書
き
分
け
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

㉓　
嘗
字
末
筆
誤
出
太
長
（
図
27
）

第
二
十
二
行
「
嘗
」
の
下
部
で
線
が
突
き
出
し
て
い
る
が
、
正
し
く
は
「
甘
」

に
作
る
べ
き
と
の
指
摘
。「
翁
縮
本
」
で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。「
黄
絹
本
」
は
該
当

箇
所
が
欠
損
し
て
い
る
。

㉔　
未
嘗
不
不
字
全
失
（
図
27
）

第
二
十
二
行
「
未
嘗
不
」
の
「
不
」
の
字
形
が
全
く
異
な
る
と
い
う
指
摘
。「
翁

縮
本
」
で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。「
之
」
に
比
べ
る
と
、「
不
」
の
書
き
分
け
は
「
翁

縮
本
」
で
は
か
な
り
正
確
に
実
践
さ
れ
て
い
る
。「
黄
絹
本
」
で
は
欠
損
し
て
い
る
。

㉕　
不
能
喩
之
不
字
誤
連
（
図
28
）

第
二
十
二
行
末
の
「
不
」
の
第
一
画
と
第
二
画
が
連
綿
し
て
い
る
が
、
離
す
べ

き
で
あ
る
と
の
指
摘
。
黒
川
本
を
確
認
す
る
と
、
翁
方
綱
の
主
張
は
正
し
く
は
「
離

れ
て
い
る
が
連
綿
す
べ
き
」
だ
と
思
わ
れ
る
。「
翁
縮
本
」
で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、「
万
松
山
房
本
」
の
線
の
強
弱
の
変
化
も
筆
勢
を
よ
く
表
し
て
お
り
、
第

二
画
の
下
部
と
第
四
画
を
重
く
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
点
で
は
「
神
龍
本
」
の
変
化

に
富
む
筆
意
の
面
影
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。
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図 （（　㉑昔
（四本＋黄絹本）

図 （（　㉒之図 （8　㉕不 図 （（　⑱尽 図 （（　⑰遷

図 （（　⑲⑳死生亦（四本＋黄絹本、清落水本、張金界奴本）

図 （（　㉓㉔嘗不（四本＋黄絹本）
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㉖　
喩
字
失
一
横
（
図
29
）

第
二
十
三
行
「
喩
」
の
旁
上
部
の
横
画
が
一
本
に
な
っ
て
い
る
が
、
正
し
く
は

二
本
と
の
指
摘
。「
翁
縮
本
」
で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。

㉗　
虚
字
下
半
全
失
（
図
30
）

第
二
十
三
行「
虚
」の
下
部
を「
丘
」に
作
る
べ
き
で
あ
る
と
の
指
摘
。「
翁
縮
本
」

で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。「
黄
絹
本
」
で
は
欠
損
し
て
い
る
。

㉘　
視
昔
視
字
ネ
誤
為
ネ
（
図
31
）

こ
の
箇
所
は
『
復
初
斎
文
集
』
版
本
の
異
同
が
多
い
が
、
手
稿
を
参
照
す
る
と
、

第
二
十
五
行
「
視
」
の
偏
を
草
書
で
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を
楷
書
に
し
て
い
る
と
い
う

指
摘
で
あ
る
と
わ
か
る
。「
翁
縮
本
」で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。

「
黄
絹
本
」
で
は
欠
損
し
て
い
る
。

㉙　
故
列
故
字
末
筆
、
列
字
末
筆
皆
失
（
図
32
）

第
二
十
五
行
「
故
列
」
二
字
の
最
終
画
が
全
く
異
な
る

と
い
う
指
摘
。「
翁
縮
本
」
で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。「
列
」

最
終
画
は
南
宋
・
趙
希
鵠
『
洞
天
清
禄
集
』
に
も
言
及
が
あ

る（
11
（

。
た
だ
し
、「
翁
縮
本
」
で
は
「
列
」
の
旁
の
一
画
目
を

文
字
の
中
央
に
置
く
字
形
を
と
り
、
こ
の
画
を
偏
に
寄
せ
る

「
万
松
山
房
本
」
の
方
が
本
来
の
分
間
に
近
い
。

㉚　
致
字
、
攬
字
、
将
字
皆
全
失
（
図
33
～
35
）

第
二
十
七・
八
行
「
致
」「
攬
」「
将
」
は
い
ず
れ
も
全
く

異
な
る
と
い
う
指
摘
。「
翁
縮
本
」
で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
具
体
的
な
指
摘
に
続
け
て
翁
方
綱
は
い
う
。

以
上
は
就
ち
其
の
顕
然
た
る
失
誤
す
る
者
な
り
。
已
に
三
十
五
処
の
多
き
有

り
、
其
の
細
微
曲
折
の
肖
る
能
は
ざ
る
者
に
至
り
て
は
、
則
ち
字
字
之
有
り
。

此
の
内
止
だ
「
死
生
亦
大
矣
」
の
「
亦
」
字
の
み
、
惟
だ
褚
本
の
み
或
ひ
は
三

点
に
作
る
者
有
れ
ど
も
、
其
の
餘
は
則
ち
欧
・
褚
并
び
に
岐
出
す
る
こ
と
無
し
。

此
の
本
の
失
、褚
本
を
以
て
諉
は
す
を
得
ざ
る
な
り
。（
翁
方
綱『
復
初
斎
文
集
』

巻
二
十
七
）

い
わ
く
、
こ
こ
に
具
体
的
に
述
べ
た
三
十
五
箇
所（

11
（

の
明
ら
か
な
誤
り
以
外
に
も
、

図 （（　㉙故列

図 （（　㉘視
（四本＋黄絹本）

図 （0　㉗虚
（四本＋黄絹本）

図 （（　㉖喩
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細
か
く
見
れ
ば
似
て
い
な
い
部
分
は
ど
の
字
に
も
あ
る
。
⑳
亦
の
三
点
の
み
、
褚
摹

本
に
こ
の
よ
う
な
形
を
と
る
も
の
が
あ
る
が
、
他
は
定
武
本
も
褚
摹
本
も
同
様
で
あ

る
。「
万
松
山
房
本
」
の
誤
り
は
た
だ
褚
摹
本
に
よ
っ
た
せ
い
で
は
な
い
。

し
か
し
こ
こ
ま
で
の
観
察
で
、
実
際
に
は
蘭
亭
諸
本
の
ゆ
れ
は
多
く
の
箇
所
に

指
摘
で
き
、
中
に
は
李
宓
の
字
に
近
い
も
の
も
見
出
さ
れ
た
。
概
し
て
言
え
ば
翁
方

綱
の
指
摘
は
正
し
く
、「
翁
縮
本
」
で
は
そ
の
言
の
通
り
に
修
正
さ
れ
て
い
る
が
、

例
え
ば
⑥
騁
や
⑪
怏
は
褚
摹
系
に
「
万
松
山
房
本
」
と
近
い
も
の
が
見
ら
れ
、
⑬
老

や
⑰
遷
は
「
翁
縮
本
」
が
正
し
い
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
ま
た
、
㉕
不
や
㉙
列

な
ど
、
筆
意
の
表
現
や
分
間
の
取
り
方
で
は
「
万
松
山
房
本
」
の
ほ
う
が
原
跡
の
意

図
を
汲
ん
で
い
る
箇
所
も
多
く
見
ら
れ
た
。
総
じ
て
言
え
ば
翁
方
綱
が
定
武
本
に

よ
っ
て
修
正
を
加
え
た
こ
と
は
事
実
の
よ
う
で
あ
る
が
、「
万
松
山
房
本
」
に
備
わ
っ

て
い
た
筆
意
の
表
現
は
「
翁
縮
本
」
で
は
む
し
ろ
退
行
し
て
い
る
と
言
え
る
。

（
二
）
李
宓
と
翁
方
綱
の
縮
模
態
度
の
相
違

こ
こ
か
ら
は
以
上
を
踏
ま
え
た
筆
者
の
観
察
を
述
べ
る
。

翁
方
綱
に
酷
評
さ
れ
た
「
万
松
山
房
本
」
だ
が
、黒
川
本
に
よ
っ
て
観
察
す
る
と
、

蘭
亭
序
一
字
一
字
の
特
徴
も
あ
る
程
度
よ
く
写
し
取
り
、
刻
も
大
変
精
細
で
、
線
の

肥
瘦
や
筆
意
が
よ
く
表
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
第
四
行
「
茂
」（
図
36
）
で
は
、
左

下
へ
の
払
い
に
筆
の
穂
先
や
弾
力
が
利
い
て
お
り
、
さ
ら
に
戈
法
を
強
調
す
る
こ
と

で
長
脚
の
結
体
に
作
り
、「
神
龍
本
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
筆
意
を
よ
く
汲
み
取
っ

て
い
る
。
第
五
行
「
引
」（
図
37
）
で
は
偏
と
旁
に
段
差
を
つ
け
、
偏
の
筆
の
折
り

返
し
に
肥
瘦
・
長
短
を
交
え
て
お
り
、
変
化
に
富
む
筆
意
を
よ
く
再
現
し
て
い
る
。

第
二
十
行
「
豈
」（
図
38
）
で
は
、一
字
中
で
書
き
進
め
る
に
従
い
前
傾
姿
勢
に
な
っ

て
い
く
特
徴
を
よ
く
捉
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
蘭
亭
序
の
筆
意
の
変
化
、
動
的
な
字

形
を
汲
み
取
る
点
で
は
、「
万
松
山
房
本
」
は
む
し
ろ
「
翁
縮
本
」
に
勝
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
字
の
周
囲
も
広
々
と
し
て
お
り
、
翁
方
綱
が
黙
殺
し
た
王
澍
の

「
寬
綽
容
与
、
能
尽
筆
勢
」
と
い
う
評
は
、
む
し
ろ
そ
の
長
所
を
よ
く
言
い
表
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

李
宓
の
書
が
翁
方
綱
の
言
う
ほ
ど
悪
く
な
い
と
い
う
事
実
は
、
翁
方
綱
の
愛
弟

子
・
宋
葆
淳
が
「
翁
縮
本
」
に
寄
せ
た
二
つ
の
跋
に
も
読
み
取
れ
る
。
宋
葆
淳
の
第

一
跋
は
、「
蠅
頭
小
字
本
は
李
宓
に
始
ま
る
が
、
す
で
に
蘭
亭
の
真
面
目
を
留
め
て

図 （（　㉚致図 （（　㉚攬図 （（　㉚将

図 （（　黒川本「茂」

図 （（　黒川本「引」

図 （8　黒川本「豈」



い
な
い
。
後
世
こ
れ
に
倣
う
も
の
は
多
い
が
、
ま
す
ま
す
か
け
離
れ
て
い
る
。
翁
方

綱
は
自
ら
の
手
で
こ
の
冊
を
書
し
た
が
、
…
（
中
略
）
…
李
宓
の
も
の
に
比
べ
て
二

倍
、
五
倍
も
優
れ
て
い
る
。
も
し
好
手
に
石
に
刻
ん
で
も
ら
い
伝
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
王
澍
の
い
う
玉
枕
後
の
一
奇
玩
と
い
う
言
葉
に
ふ
さ
わ
し
い
で
は

な
い
か
」（

11
（

と
、「
万
松
山
房
本
」
を
完
全
否
定
す
る
勢
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二

跋
で
は
「
最
近
、
万
松
山
房
が
楷
書
淵
明
飲
酒
詩
二
十
首
を
小
さ
な
石
に
刻
ん
だ
も

の
を
見
た
。
工
細
絶
倫
、
自
ら
紙
に
拓
本
を
取
ろ
う
と
し
た
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
思

う
に
李
宓
は
小
字
を
刻
す
る
の
が
上
手
だ
っ
た
が
、
臨
模
を
得
意
と
し
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う（

11
（

」
と
、
李
宓
の
小
字
刻
石
の
実
力
を
認
め
、
臨
摸
が
う
ま
く
な
か
っ
た
と

い
う
妥
協
案
的
な
結
論
に
至
っ
て
い
る
。

一
つ
注
意
す
べ
き
は
、
翁
方
綱
は
定
武
本
、
中
で
も
「
落
水
本
」
を
蘭
亭
の
第

一
と
し
た
の
に
対
し
、
李
宓
の
生
き
た
明
末
は
豊
坊
や
董
其
昌
ら
を
中
心
と
し
て
広

義
の
褚
摹
系
諸
本
や
「
神
龍
本
」、「
張
金
界
奴
本
」
な
ど
が
珍
重
さ
れ
、
そ
れ
ら
の

翻
刻
が
法
帖
に
よ
り
出
回
っ
た
時
代
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

1（
（

。「
万
松
山
房
本
」

の
底
本
に
つ
い
て
、
王
澍
と
翁
方
綱
は
褚
摹
系
と
い
い
、
張
照
は
定
武
系
と
い
う
が
、

実
物
の
観
察
と
時
代
背
景
か
ら
考
え
て
や
は
り
広
義
の
褚
摹
系
に
属
す
る
可
能
性
は

あ
る
だ
ろ
う
。

で
は
、こ
の「
万
松
山
房
本
」の
底
本
と
な
っ
た
蘭
亭
序
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ

た
か
。
最
も
手
掛
か
り
に
な
り
そ
う
な
の
は
幾
つ
か
の
特
徴
的
な
異
体
字
で
あ
る
。

特
に
翁
方
綱
の
指
摘
で
い
う
③
「
稽
」、
⑦
「
躁
」、
㉓
「
嘗
」
は
、
こ
の
よ
う
な
字

体
を
用
い
る
蘭
亭
序
を
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
や
や
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら

の
文
字
が
い
ず
れ
も
「
黄
絹
本
」
の
現
状
で
欠
損
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
り
、

こ
の
系
統
が
元
に
な
っ
た
可
能
性
も
考
え
て
み
た
が
、
特
定
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ

も
そ
も
「
黄
絹
本
」
が
属
す
る
「
領
字
従
山
本
」
系
は
、
系
統
名
の
由
来
と
な
っ
た

第
四
行
「
領
」
を
「
嶺
」
に
作
る
ほ
か
、
第
六
行
「
次
」
を
さ
ん
ず
い
に
作
る
、
第

十
三
行
「
因
」
の
内
側
を
空
白
あ
る
い
は
「
七
」
に
作
る
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
文
字
遣
い
は
「
万
松
山
房
本
」
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
そ
も

そ
も
蘭
亭
序
諸
本
に
は
、
こ
う
し
た
絹
本
・
紙
本
の
欠
損
や
、
そ
れ
を
再
現
し
た
刻

石
の
意
図
的
欠
損
、
さ
ら
に
は
経
年
に
よ
る
石
の
磨
滅
・
断
裂
と
い
っ
た
現
象
が
多

く
見
ら
れ
、
李
宓
が
そ
う
い
っ
た
欠
落
の
多
い
蘭
亭
序
を
参
照
し
た
可
能
性
は
念
頭

に
置
く
べ
き
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
、「
万
松
山
房
本
」
自
体
が
そ
も
そ
も
特
定
の
一
底
本

を
正
確
に
写
し
た
も
の
で
は
な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
制
作
に
あ
た
り
、

テ
キ
ス
ト
が
通
じ
さ
え
す
れ
ば
、
異
体
字
や
行
書
・
草
書
の
変
換
は
許
容
さ
れ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
③
「
稽
」
の
異
体
字
は
文
震
孟
（
一
五
七
四
〜

一
六
三
六
）
の
「
臨
蘭
亭
序
扇
面
」（
北
京
故
宮
博
物
院
、
図
39
）
に
も
用
い
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
の
扇
面
で
は
全
体
に
わ
た
っ
て
行
書
・
草
書
・
異
体
字
の
入
れ
替
え

が
随
意
に
行
わ
れ
て
い
る
。
文
震
孟
が
蘭
亭
序
の
文
字
遣
い
を
知
ら
な
か
っ
た
は
ず

は
な
く
、
も
と
よ
り
蘭
亭
序
の
正
確
な
再
現
を
狙
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
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る
。
こ
う
し
た
臨
書
の
あ
り
方
も
明
代
に
は
普
遍
的
に
存
在
し
て
い
た
。
董
其
昌
に

よ
る
蘭
亭
の
臨
書
論
に
お
い
て
も
「
形
を
似
せ
れ
ば
似
せ
る
ほ
ど
遠
の
く
」
と
い
う

逆
説
的
な
論
が
見
ら
れ
る（

11
（

。
こ
れ
は
字
形
以
上
に
蘭
亭
の
自
由
な
筆
遣
い
を
重
視

す
る
主
張
で
、
臨
書
の
評
価
基
準
が
本
来
的
に
字
形
の
正
確
さ
だ
け
に
限
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

翻
っ
て
、
翁
方
綱
は
こ
う
し
た
明
人
の
一
種
気
ま
ま
な
臨
書
態
度
に
対
し
常
に

批
判
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
も
李
宓
「
万
松
山
房
本
」
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

そ
の
矛
先
は
大
家
で
あ
る
文
徴
明
や
董
其
昌
に
も
等
し
く
向
け
ら
れ
て
い
る（

11
（

。

此
の
臨
本
は
定
武
と
題
す
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
止
だ
大
意
を
取
る
の
み
。
後
に

自
ら
「
嘉
靖
戊
午
二
月
、
是
年
秋
九
月
、
衡
山 

譚
崇
久
蔵
す
る
所
の
五
字
不

損
本
を
臨
す
」
と
題
し
、
小
楷
を
以
て
自
ら
後
に
識
す
。
此
の
臨
す
る
所 

未

だ
是
れ
何
本
な
る
や
を
知
ら
ず
。（
翁
方
綱
『
復
初
斎
文
集
』
手
稿
）（

11
（

文
敏
の
背
臨
蘭
亭
、
乃
ち
純
ら
己
意
を
以
て
之
を
行
ふ
も
、
尚
ほ
褚
臨
本
の
刻

画
に
過
ぐ
る
を
嫌
は
ん
か
。
実
は
則
ち
褚
臨
本
即
ち
己
意
多
く
、
而
れ
ど
も
古

法
少
な
き
を
覚
ゆ
。
吾
嘗
て
文
敏
の
「
詩
書
画
家
は
名
を
成
し
て
後
、
復
た
と

摹
倣
せ
ず
」
と
言
ふ
を
宝
と
す
る
も
、
或
い
は
多
く
杜
撰
な
ら
ん
、
此
れ
吾
が

輩
の
午
夜
鐘
声
な
り
。（
翁
方
綱
『
復
初
斎
文
集
』
手
稿
）（

11
（

前
者
で
は
さ
ら
に
、「
こ
の
臨
本
に
よ
っ
て
見
る
限
り
、「
崇
」
の
山
の
下
に
小
点
が

な
く
、「
帯
」
の
上
四
本
の
縦
画
は
み
な
並
行
で
、「
死
生
亦
大
矣
」
の
「
亦
」
も
四

点
で
は
な
く
三
点
に
作
っ
て
お
り
、
ど
れ
も
定
武
本
と
は
合
わ
な
い
の
に
、
最
初
の

行
の
「
会
」
の
欠
け
だ
け
を
再
現
し
て
い
る
」（

11
（

と
付
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
明

人
の
臨
書
態
度
を
背
景
と
し
て
、
改
め
て
李
宓
「
万
松
山
房
本
」
を
見
る
と
、
そ
の

狙
い
は
も
と
よ
り
原
本
の
寸
分
違
わ
ぬ
再
現
で
は
な
く
、「
玉
枕
本
」
を
超
え
た
極

小
字
に
筆
意
を
込
め
る
こ
と
に
こ
そ
重
点
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
翁
方
綱
が
指
摘

し
た
細
か
な
字
体
の
一
致
ま
で
は
、
当
初
か
ら
求
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
翁
方
綱
の
批
判
は
蘭
亭
序
の
真
相
を
追
究
し
よ
う
と
す
る
厳
密
な

考
証
に
裏
打
ち
さ
れ
、
客
観
的
に
成
立
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
も
確
か
で
あ
る
。
彼

の
文
章
に
は
し
ば
し
ば
明
人
や
王
澍
よ
り
も
学
問
の
高
み
に
到
達
し
た
と
い
う
自
負

が
窺
え
る
が
、
こ
う
し
た
美
術
品
の
倣
古
に
学
的
正
確
性
を
追
究
す
る
態
度
は
、
乾

隆
期
の
文
人
に
広
く
見
ら
れ
る
時
代
的
傾
向
で
も
あ
る
。

「
翁
縮
本
」
も
黒
川
本
と
比
較
し
な
が
ら
観
察
す
れ
ば
、
文
章
中
で
明
記
さ
れ
て

い
な
い
数
多
く
の
修
正
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
中
で
も
大
き
な
変
更
点
と
し

て
、
元
々
が
原
稿
で
あ
る
蘭
亭
序
の
修
正
箇
所
や
「
定
武
本
」
刻
石
の
欠
損
ま
で
も

が
再
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
例
え
ば
第
一
行
末
の
「
会
」（
図
40
）

や
第
三
行
「
群
」（
図
41
）
は
定
武
本
の
石
の
欠
損
を
何
も
書
か
な
い
こ
と
に
よ
っ

て
示
し
て
お
り
、
第
十
三
行
「
因
」（
図
42
）、
第
十
七
行
「
向
之
」（
図
43
）、
第

二
十
五
行
「
夫
」（
図
44
）、
最
終
行
「
文
」（
図
45
）
で
は
書
き
改
め
た
痕
跡
を
再

現
し
て
い
る
。
第
十
四・十
五
行
間
の
「
僧
」（
六
朝
・
梁
の
鑑
識
家
、
徐
僧
権
の
押

署
。
図
46
）
も
追
加
さ
れ
て
い
る
。
第
二
十
五
行
「
昔
」
と
「
悲
」
の
間
の
取
り
消

し
も
反
映
し
て
い
る
（
図
47
）。「
万
松
山
房
本
」
は
こ
れ
ら
の
再
現
は
試
み
て
お
ら

ず
、
定
武
本
の
極
小
版
コ
ピ
ー
を
作
ろ
う
と
い
う
翁
方
綱
の
強
固
な
意
志
が
窺
え
る

部
分
で
あ
る
。
な
お
、「
玉
枕
本
」（
図
１
）
で
も
こ
の
種
の
定
武
刻
石
の
再
現
が
試

み
ら
れ
て
い
る
。
他
に
も
翁
方
綱
が
『
蘇
米
斎
蘭
亭
考
』
で
注
目
し
て
い
る
第
三
・

四
行
間
の
「
崇
」
の
点
を
三
点
に
作
る
（
図
41
）
な
ど
の
諸
点
も
実
践
さ
れ
て
い
る
。

乾
隆
六
十
年
（
一
七
九
五
）、「
蠅
頭
書
冊
・
耆
儒
澄
鑑
」（
東
京
国
立
博
物
館
、

図
５
）（

11
（

の
制
作
に
参
加
し
た
際
、
翁
方
綱
は
十
三
年
前
に
「
万
松
山
房
本
」
を
見
て

修
正
し
た
時
の
こ
と
を
回
顧
し
て
い
る
。
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右
は
予
の
旧
臨
万
松
山
房
蘭
亭
石
本
に
跋
せ
る
も
の
な
り
。
蓋
し
其
の
時
初
め

て
趙
子
固
落
水
本
を
見
、
右
軍
の
此
の
書 

全
く
篆
法
を
以
て
之
を
為
る
を
知

る
、
故
に
能
く
後
来
臨
本
の
積
習
を
勘
破
す
る
の
み
。
玉
枕
蘭
亭
、
亦
た
欧
褚

二
家
を
以
て
分
派
す
。
欧
臨
は
定
武
落
水
本
を
以
て
圭
臬
と
為
し
、
褚
臨
は
則

ち
蘇
太
簡
家
蔵
本 

以
て
潁
井
本
の
息
壌
と
作
す
可
し
。
而
れ
ど
も
世
に
行
は

る
る
所
の
神
龍
本
、
即
ち
褚
法
の
最
も
精
神
を
見
す
者
な
り
。
偶
た
ま
四
明
范

氏
の
天
一
閣
石
本
、
是
れ
豊
南
禺
の
勒
石
す
る
所
に
し
て
、
即
ち
文
休
承
跋
中

に
云
ふ
所
の
烏
鎮
に
刻
す
る
者
を
見
る
に
因
り
、
若
し
能
く
此
の
種
の
褚
法
を

以
て
縮
し
て
蠅
頭
書
と
為
し
、之
を
貞
珉
に
寿
す
れ
ば
、豈
に
快
事
に
非
ず
や
。

（「
蠅
頭
書
冊
・
耆
儒
澄
鑑
」
翁
方
綱
第
二
段
）（

11
（

こ
れ
に
よ
る
と
、「
万
松
山
房
本
」
批
評
は
初
め
て
「
落
水
本
」
に
出
会
い
、
王
羲

之
の
書
が
篆
法
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
直
後
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
後
来

臨
本
の
積
習
」
を
見
破
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
褚
摹
本
に
よ
っ
て
縮

本
を
作
る
こ
と
を
肯
定
し
、「
神
龍
本
」
を
「
褚
法
の
最
も
精
神
を
あ
ら
わ
す
者
」

と
し
て
手
本
に
推
奨
す
る
。
こ
の
文
章
か
ら
は
、翁
方
綱
の
批
判
は
「
万
松
山
房
本
」

単
体
と
い
う
よ
り
そ
れ
ま
で
の
杜
撰
な
臨
本
す
べ
て
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、「
翁

縮
本
」
が
筆
意
を
抑
え
気
味
に
す
る
の
は
「
落
水
本
の
篆
法
」
に
傾
倒
し
た
た
め
で

あ
る
こ
と
、
翁
方
綱
も
褚
摹
系
の
筆
意
を
全
く
重
視
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。
ち
な
み
に
、
同
冊
中
の
伊
秉
綬
「
縮
臨
蘭
亭
序
」（
図
48
）
は

小
さ
い
な
が
ら
も
懐
を
広
く
囲
い
、
顔
法
を
取
り
入
れ
た
巧
み
な
も
の
だ
が
、
行
次

を
守
ら
な
い
の
は
も
と
よ
り
、「
怏
」
を
「
快
」
に
作
る
な
ど
、
翁
方
綱
が
「
万
松

山
房
本
」
に
向
け
た
の
と
同
じ
厳
し
さ
を
も
っ
て
見
れ
ば
問
題
は
多
い
。
翁
方
綱
ほ

ど
の
正
確
性
を
求
め
る
の
は
、
当
時
と
し
て
も
特
異
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、本
章
の
最
後
に
、刻
の
精
粗
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
補
記
し
て
お
き
た
い
。

図 （（　翁縮本「夫」

図 （0　翁縮本「会」

図 （（　翁縮本「昔悲」

図 （（　翁縮本「向之」

図 （（　翁縮本「因」

図 （（　翁縮本「僧」 図 （（　翁縮本「文」

図 （（　翁縮本「群」「崇」



と
い
う
の
も
、
本
節
で
は
李
宓
と
翁
方
綱
の
縮
本
蘭
亭
を
拓
本
に
よ
っ
て
比
較
し
て

き
た
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
書
を
石
に
刻
す
る
際
の
技
術
の
差
も
考
慮
す
べ
き
と
思

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
次
章
で
観
察
す
る
よ
う
に
、翁
方
綱
の
小
字
の
実
力
は
本
来
、

李
宓
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
。
む
し
ろ
「
翁
縮
本
」
の
刻
者
が
小
字
の
筆
意
を
写
し

き
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
翁
方
綱
は
「
翁
縮
本
」
自
跋
に
「
い
つ
か
私
の
た

め
に
寸
石
に
刻
し
て
く
れ
る
良
工
が
い
れ
ば
」
と
記
し
て
い
た
が
、
現
在
確
認
で
き

る
「
翁
縮
本
」
の
う
ち
咸
豊
三
年
汪
蔚
刻
本
は
翁
方
綱
没
後
の
刻
、
嘉
慶
二
十
一
年

謝
青
岩
刻
本
も
葉
夢
龍
が
依
頼
し
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
本
人
は
関
与
し
て
い
な

い（
11
（

。
翁
方
綱
は
良
工
に
出
遭
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

実
は
、
容
庚
（
一
八
九
四
〜
一
九
八
三
）
が
民
国
二
十
九
年
（
一
九
四
〇
）
に

著
し
た
「
蘭
亭
五
記
」
も
、「
万
松
山
房
本
」
と
「
翁
縮
本
・
謝
青
岩
刻
本
」
と
「
翁

縮
本
・
汪
蔚
刻
本
」
の
三
つ
の
拓
本
を
比
較
し
、
類
似
の
結
論
に
至
っ
て
い
る
。

余 

落
水
本
を
以
て
之
に
校
ぶ
る
に
、
其
の
失
は
誠
に
翁
氏
の
言
ふ
所
の
如
し
。

然
れ
ど
も
翁
氏
の
訂
正
両
刻
本
を
以
て
之
に
校
ぶ
る
に
、
点
画
は
失
は
ず
と
雖

も
、
反
っ
て
此
の
本
の
神
を
得
る
に
如
か
ず
。
王
澍
云
ふ
所
の
「
寬
綽
容
与
、

能
尽
筆
勢
」
の
言
は
虚
な
ら
ず
、
故
に
李
宓
の
技
遠
く
謝
青
岩
・
汪
蔚
の
輩
に

勝
れ
る
を
知
る
な
り
。（
容
庚
「
蘭
亭
五
記
」）（

11
（

こ
う
し
た
視
点
か
ら
は
、「
翁
縮
本
」
拓
本
を
彼
の
小
字
の
代
表
的
作
品
と
見
な

す
の
は
翁
方
綱
に
と
っ
て
不
本
意
な
評
価
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
彼
の
精
細
極
ま

り
な
い
小
字
の
実
力
は
、
肉
筆
作
品
に
よ
っ
て
こ
そ
観
察
さ
れ
う
る
だ
ろ
う
。

四
　
翁
方
綱
第
二
跋
と
蠅
頭
書
の
評
価

黒
川
本
第
二
跋
は
他
の
書
物
に
載
っ
て
い
な
い
翁
方
綱
の
小
字
論
で
あ
る
。
第

一
跋
末
尾
に
「
師
宜
官
逕
寸
の
意
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
た
が
、
第
二
跋
で
は
こ

れ
を
承
け
、
小
字
作
品
の
歴
史
へ
と
話
題
が
展
開
さ
れ
る
。
す
で
に
翻
刻
を
載
せ
た

が
、
こ
こ
で
改
め
て
訓
読
す
る
。

昔
人 

師
宜
官
の
逕
寸
千
言
を
謂
ひ
、
而
し
て
宋
人 

逕
尺
の
紙
内
に
於
て
七
万

字
を
作
る
と
言
ふ
者
有
り
、
此
れ
則
ち
何
ぞ
師
宜
官
に
減
ぜ
ん
や
。
吾
見
る
所

は
唐
人
小
楷
、
数
尺
仏
幢
の
上
に
二
万
字
を
写
す
に
至
り
て
止
む
。
尚
ほ
未
だ

一
尺
の
内
に
七
万
字
を
写
す
者
を
見
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
其
の
妙
処
、
元
よ

り
豪
放
な
る
こ
と
大
字
の
如
き
に
在
る
の
み
。
棘
端
刺
猴 

以
て
能
と
為
す
に

在
ら
ざ
る
な
り
。
侍
御
と
細
書
に
談
及
す
る
に
因
り
、
因
り
て
其
の
後
に
附
書

す
。
北
平
翁
方
綱
。（
黒
川
本
・
翁
方
綱
第
二
跋
）

漢
の
師
宜
官
は
逕
寸
の
う
ち
に
千
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
、
宋
人
に
は
逕
尺
の
う
ち

に
七
万
字
を
書
い
た
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
実
際
に
見
た
と
こ
ろ
で
は
唐
人
が
小
楷

二
万
字
を
書
い
た
数
尺
の
仏
幢
が
上
限
で
、
一
尺
に
七
万
字
も
書
い
た
も
の
は
見
た

こ
と
が
な
い
。
し
か
し
、
小
字
の
要
点
は
そ
も
そ
も
大
字
の
よ
う
に
豪
放
に
書
く
こ

と
に
あ
る
。
棘
の
先
に
猿
を
彫
刻
す
る
よ
う
な
も
の
を
上
手
だ
と
考
え
る
の
で
は
な

い
。
施
学
濂
と
細
書
に
つ
い
て
話
し
た
の
で
後
に
付
記
し
た
、
と
い
う
。
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70

こ
の
全
文
は
、そ
の
話
題
展
開
か
ら
み
て
陳
槱
『
負
暄
野
録
』
巻
下
「
論
細
字
説
」

「
総
論
作
大
小
字
」（

1（
（

を
下
敷
き
に
し
て
い
る
。
該
当
箇
所
は
次
の
通
り
。

論
細
字
説
：
漢
師
宜
官
善
書
、
大
則
径
丈
一
字
、
細
則
方
寸
千
言
。
又
晋
衛
巨

山
論
書
云
、
其
大
径
尋
、
細
不
容
髮
、
迫
而
察
之
、
心
乱
目
眩
。
嘗
観
東
坡
題

蓮
経
前
注
云
、
経
七
卷
、
如
筯
麤
。
故
其
語
云
、
巻
其
盈
握
、
沙
界
已
周
。
読

未
終
篇
、目
力
俱
廃
。
乃
知
蝸
牛
之
角
可
以
戦
蛮
触
、棘
刺
之
端
可
以
刻
沐
猴
。

黄
長
睿
跋
細
字
華
厳
経
亦
云
、
書
是
経
者
、
尺
紙
作
七
万
字
。
余
謂
、
七
巻
之

軸
如
筯
猶
或
可
書
、
至
於
尺
紙
作
七
万
字
、
誠
為
難
事
。
若
以
宜
官
方
寸
千
言

概
之
、
已
為
有
餘
。
此
説
殊
不
近
人
情
、
恐
決
無
是
理
。
余
不
敢
以
為
然
。

総
論
作
大
小
字
：
昔
人
云
、
作
大
字
要
如
小
字
、
作
小
字
要
如
大
字
。
蓋
謂
大

字
則
無
如
小
書
之
詳
細
曲
折
、小
字
則
終
無
大
字
之
体
格
気
勢
也
。
刊
勒
之
工
、

仍
有
善
展
字
、
不
拘
字
之
大
小
皆
可
遞
展
。
其
法
以
刀
鏨
去
紙
存
墨
、
就
灯
傍

印
之
、
去
灯
愈
近
、
則
其
形
愈
大
、
自
尺
至
丈
、
惟
意
所
定
。
然
後
展
紙
于
壁
、

模
勒
其
影
、
既
小
大
適
中
、
且
不
失
体
勢
、
亦
良
法
也
。

冒
頭
に
引
か
れ
る
師
宜
官
と
は
後
漢
・
霊
帝
の
時
期
の
書
家
で
、
大
字
・
小
字
と
も

に
よ
く
し
た
と
さ
れ
る
。『
負
暄
野
録
』
の
記
述
は
さ
ら
に
『
晋
書
』
巻
三
十
六
に

引
か
れ
る
衛
桓
「
四
体
書
伝
並
四
体
書
勢
」
に
「
霊
帝
好
書
、
時
多
能
者
、
而
師
宜

官
為
最
。
大
則
一
字
径
丈
、
小
則
方
寸
千
言
、
甚
矜
其
能
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。
ま

た
、
宋
人
云
々
と
い
う
の
は
黄
伯
思
（
一
〇
七
九
〜
一
一
一
八
）
の
『
東
観
餘
論
』

巻
下
に
載
る
「
跋
細
字
華
厳
経
後
」（

11
（

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
も
黄
伯
思
は
ま
ず
師

宜
官
を
引
き
合
い
に
出
し
、
華
厳
経
の
筆
者
を
「
殆
ん
ど
宜
官
の
法
を
得
る
な
り
」

と
称
賛
し
て
い
る
。
た
だ
し
、陳
槱
は
そ
の
実
在
を
疑
っ
て
い
る
。
蘇
軾（
一
〇
三
六

〜
一
一
〇
一
）
の
語
は

原
詩
が
「
跋
王
晋
卿
所

蔵
蓮
華
経
」
と
し
て

『
文
章
辨
体
彙
選
』（

11
（

等

に
載
っ
て
い
る
。
そ
こ

に
登
場
す
る
「
蝸
牛
之

角
可
以
戦
蛮
触
、
棘
刺

之
端
可
以
刻
沐
猴
」
の

一
節
は
、
前
半
は
元
来

『
荘
子
』「
則
陽
」
に
お

い
て
戴
晋
人
が
魏
・
斉
の
争
い
を
「
か
た
つ
む
り
の
角
の
上
で
蛮
・
触
の
二
国
が
争

う
」
と
喩
え
た
の
を
転
用
し（

11
（

、
極
小
の
中
に
も
確
か
に
広
大
な
世
界
が
あ
る
の
だ

と
い
う
。
後
半
は
『
韓
非
子
』「
外
儲
説
左
上
」
に
い
う
、
小
さ
く
精
巧
な
も
の
を

好
ん
だ
燕
王
に
イ
バ
ラ
の
棘
に
猿
を
彫
刻
す
る
こ
と
を
約
束
し
気
を
引
い
た
が
、
結

局
虚
言
で
あ
っ
た
と
い
う
故
事（

11
（

に
も
と
づ
い
て
、
こ
れ
ま
た
「
蓮
華
経
」
の
極
小

字
を
見
れ
ば
不
可
能
な
話
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
張
照
の
「
万
松
山
房
本
」
北

京
本
へ
の
跋
も
こ
の
「
棘
刺
沐
猴
」
を
引
い
て
そ
の
技
量
を
称
え
て
い
る（

11
（

。
ま
た
、

「
大
字
を
作
る
は
小
字
の
如
く
な
る
を
要
め
、
小
字
を
作
る
は
大
字
の
如
く
な
る
を

要
む
」
は
米
芾
（
一
〇
五
一
〜
一
一
〇
七
）
の
『
海
岳
名
言
』
に
よ
る（

11
（

。

以
上
を
踏
ま
え
て
翁
方
綱
の
黒
川
本
第
二
跋
を
読
ん
で
み
る
と
、
ま
ず
「
師
宜

官
の
逕
寸
千
言
」
と
「
宋
人
華
厳
経
の
逕
尺
七
万
字
」
が
文
献
上
確
認
で
き
る
小
字

を
詰
め
込
ん
だ
逸
話
と
し
て
引
か
れ
、
陳
槱
が
そ
の
実
在
に
疑
義
を
呈
す
る
の
に
応

え
て
、
翁
方
綱
も
逕
尺
七
万
字
は
見
た
こ
と
が
な
く
、
唐
代
仏
幢
（
図
49
）
の
数
尺

二
万
字
が
上
限
で
あ
る
と
言
う
。
小
字
の
極
意
は
、
米
芾
に
賛
同
し
て
「
大
字
の
よ

う
に
豪
放
で
あ
る
こ
と
」
を
肝
要
と
し
、
蘇
軾
や
張
照
が
褒
め
た
「
棘
刺
沐
猴
」
の 図 （（　「唐咸通経幢拓本」（唐、東京国立博物館）

翁方綱が見たものではないが、参考に付した。
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よ
う
な
極
小
の
細
工
は
必
ず
し
も
重
要
で
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
価
値
観
は
そ
れ

ら
細
工
を
「
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
」
や
「
無
用
の
も
の
」
と
み
な
す
『
荘
子
』・『
韓
非
子
』

の
原
義
に
立
ち
戻
り
、
芸
術
論
と
し
て
も
単
に
職
人
的
な
精
巧
さ
を
追
求
す
る
の
で

は
な
く
筆
法
を
具
備
す
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
と
す
る
考
え
を
表
明
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
翁
方
綱
第
二
跋
は
書
法
作
品
と
し
て
も
、
ま
さ
に
内
容
が
示
す

通
り
の
小
字
の
理
想
を
実
現
し
て
い
る
。
名
の
あ
る
古
典
的
書
家
の
肉
筆
と
し
て
は

最
小
ク
ラ
ス
、
毎
字
一
ミ
リ
ほ
ど
の
書
で
あ
る
が
、
拡
大
し
て
み
る
と
い
か
に
ゆ
と

り
を
持
っ
て
書
か
れ
て
い
る
か
が
わ
か
る
。

た
と
え
ば
一
字
目
「
昔
」（
図
50
）
で
は
、
上
半
二
本
の
横
画
に
三
倍
ほ
ど
の
長

さ
の
変
化
を
つ
け
て
い
る
。
小
さ
さ
の
み
を
求
め
る
な
ら
ば
、
短
い
方
の
横
画
に
揃

え
れ
ば
幅
を
三
分
の
一
ま
で
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
こ
の
書
に
お
い
て
は

そ
う
い
っ
た
無
理
な
詰
め
込
み
は
意
図
さ
れ
て
い
な
い
。
長
横
画
は
自
然
な
曲
線
を

描
き
、
起
筆
の
軽
い
打
ち
込
み
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
収
筆
も
通
常
の
小
楷
と
同
じ
リ

ズ
ム
で
こ
な
さ
れ
る
。「
昔
」
の
下
半
部
、「
日
」
の
一
画
目
は
左
上
か
ら
側
筆
気
味

に
打
ち
込
ん
で
厚
み
の
あ
る
縦
画
と
し
、
二
画
目
は
転
折
部
を
細
め
て
内
側
を
懐
広

く
囲
い
、
三
画
目
は
や
や
下
、
四
画
目
は
や
や
右
に
寄
せ
て
線
の
方
向
に
変
化
を
つ

け
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
線
の
集
ま
る
箇
所
が
窮
屈
に
な
ら
ず
、
な
お
か
つ
力
強

く
安
定
し
た
結
体
に
作
っ
て
い
る
。
他
に
も「
之
」（
図
51
）、「
見
」（
図
52
）、「
耳
」（
図

53
）
の
各
最
終
画
や
「
減
」（
図
54
）
の
戈
法
に
は
筆
の
弾
力
を
十
全
に
発
揮
し
た

払
い
・
撥
ね
・
打
ち
込
み
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
一
跋
で
は
「
其
」（
図
55
）
の

長
横
画
に
隷
書
風
の
波
磔
も
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
い
か
に
驚
く
べ
き
こ
と
か
に

つ
い
て
は
、
原
寸
図
版
（
口
絵
３
）
を
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
実
の
と
こ
ろ
、

三
ミ
リ
程
度
の
小
字
を
詰
め
込
む
だ
け
な
ら
ば
常
人
に
も
修
練
次
第
で
可
能
だ
が
、

そ
れ
以
下
の
極
小
サ
イ
ズ
に
計
算
さ
れ
尽
く
し
た
結
体
と
美
し
く
正
し
い
筆
法
を
発

揮
し
た
例
は
非
常
に
珍
し
く
、
ま
さ
に
驚
嘆
に
値
す
る
。

図 （0　翁方綱第二跋「昔」
約 （（ 倍大

図 （（　翁方綱第二跋「之」
約 （（ 倍大

図 （（　翁方綱第二跋「見」
約 （（ 倍大

図 （（　翁方綱第二跋「耳」　
約 （（ 倍大

図 （（　翁方綱第二跋「減」　
約 （（ 倍大

図 （（　翁方綱第一跋「其」
約 （（ 倍大
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翁
方
綱
が
異
常
な
ま
で
に
細
密
な
小
字
を
よ
く
し
た
こ
と
は
、
当
時
の
文
献
で

も
驚
き
を
も
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。

相
伝
ふ
る
に
翁
覃
溪
学
士
、垂
老
す
れ
ど
も
康
強
に
し
て
、目
力
尤
も
勝
れ
り
。

六
七
十
の
時
、
猶
ほ
能
く
灯
下
に
於
い
て
細
書
を
作
り
、
蠅
頭
字
を
閱
る
に
謖

鍵
に
仮
り
ず
。
毎
歳
元
旦
、
必
ず
西
瓜
子
仁
を
用
て
四
楷
字
を
書
し
、
五
十
後

に
し
て
曰
く
「
萬
壽
無
疆
」、
六
十
後
に
し
て
曰
く
「
天
子
萬
年
」、
七
十
後
に

至
り
て
も
猶
ほ
能
く「
天
下
太
平
」と
写
す
と
云
ふ
。
異
稟
と
謂
ふ
可
し
。『
翁

氏
家
事
略
』
の
記
載
す
る
を
按
ず
。
英
和
按
じ
て
云
は
く
、「
先
生
每
に
一
粒

の
胡
麻
上
に
於
い
て
一
片
冰
心
在
玉
壺
の
七
字
を
作
る
」
と
、
則
ち
尤
も
神
技

為
り
。（
陳
康
祺
『
郎
潜
紀
聞
』
卷
九
）（
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翁
方
綱
は
年
老
い
て
な
お
健
康
で
視
力
が
よ
く
、
六
、七
十
歳
に
な
っ
て
も
灯
り
の

も
と
で
小
字
を
書
き
、
小
字
を
読
む
の
に
も
眼
鏡
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
。
元
旦
に

は
い
つ
も
ス
イ
カ
の
種
に
楷
書
で
四
字
句
を
書
し
た
。
五
十
代
で
「
萬
壽
無
疆
」、

六
十
代
で
「
天
子
萬
年
」、
七
十
代
に
な
っ
て
も
「
天
下
太
平
」
と
書
く
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
英
和
（
一
七
七
一
〜
一
八
四
〇
）
に
よ
る
と
、
翁
方
綱
は
一
粒
の
ゴ

マ
に
「
一
片
冰
心
在
玉
壺
」
と
書
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
こ
の
文
献
、
半
ば
伝

説
的
に
捉
え
ら
れ
る
向
き
も
あ
る
が
、
黒
川
本
第
二
跋
を
見
る
限
り
決
し
て
無
理
な

話
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
文
章
の
興
味
深
い
と
こ
ろ
は
、
さ
し
も
の
翁
方
綱
も
年

齢
と
と
も
に
書
け
る
字
が
少
し
ず
つ
簡
単
に
な
っ
て
い
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て

黒
川
本
の
跋
は
ま
さ
に
彼
の
五
〇
歳
、
こ
の
文
献
か
ら
す
れ
ば
全
盛
期
の
書
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
れ
と
比
較
す
る
と
、「
蠅
頭
書
冊
・
耆
儒
澄
鑑
」
に
収
め
ら
れ
た
翁
方
綱
の
小

字
（
図
５
）
は
六
十
三
歳
作
で
あ
り
、
と
も
に
彼
の
小
字
書
法
の
年
代
変
化
を
観
察

す
る
資
料
と
な
り
う
る
。
こ
の
小
冊
に
は
翁
方
綱
の
書
が
二
段
収
録
さ
れ
て
い
る

が
、
幅
六
ミ
リ
の
罫
線
内
に
第
一
段
は
各
一
行
、
第
二
段
は
各
二
行
を
収
め
、
字
幅

は
前
者
が
約
三
ミ
リ
、
後
者
が
約
二
ミ
リ
で
あ
る
。
第
一
段
は
黒
川
本
第
一
跋
と
書

風
が
近
く
、
翁
方
綱
の
通
常
の
楷
書
と
共
通
す
る
特
徴
も
窺
え
る
。
第
二
段
は
黒
川

本
の
第
一
跋
と
第
二
跋
の
中
間
の
サ
イ
ズ
だ
が
、
筆
法
や
分
間
の
緻
密
さ
は
伯
仲
し

て
い
る
。

小
字
を
敷
き
詰
め
る
文
物
は
、
純
粋
な
書
法
作
品
に
限
ら
な
け
れ
ば
、
工
芸
品

や
仏
教
美
術
な
ど
に
も
多
く
の
例
が
あ
る
。
民
国
十
九
年
（
一
九
三
〇
）
に
は
他
な

ら
ぬ
「
万
松
山
房
本
」
と
「
定
武
落
水
本
」
の
筆
意
を
あ
わ
せ
て
刻
ん
だ
「
万
松
蘭

亭
硯
」（
図
56
）（
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が
王
禔
（
一
八
八
〇
〜
一
九
六
〇
）・
賀
其
蘭
・
黄
肇
豫
（
一
九
〇
五

〜
六
五
）・
呉
迪
生
ら
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
文
房
器
具
の
装
飾

に
小
字
は
甚
だ
好
ま
れ
て
お
り
、
当
研
究
所
の
「
蠅
頭
書
筆
」（
図
57
）
に
も
最
小

の
箇
所
で
ほ
ぼ
一
ミ
リ
程
度
の
文
字
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
科
挙
の
カ
ン
ニ
ン

グ
用
と
言
わ
れ
る
「
夾
帯
衣
」（
藤
井
斉
成
会
有
鄰
館
、
図
58
）
や
坊
刻
小
本
『
増

広
四
書
備
旨
』
は
、
小
さ
な
字
を
詰
め
込
む
こ
と
に
実
用
的
意
義
が
あ
る
。
幅
に
限

り
の
あ
る
漢
代
以
前
の
簡
牘
に
も
極
小
の
文
字
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
黄
伯
思
が

見
た
と
い
う
「
細
字
華
厳
経
」
や
翁
方
綱
が
見
た
「
唐
人
小
楷
仏
幢
」、
日
本
に
も

い
く
つ
か
の
作
例
が
あ
る
「
宝
塔
曼
荼
羅
」
な
ど
は
、
写
経
行
為
自
体
に
宗
教
的
意

味
を
見
出
す
仏
教
文
化
の
中
に
あ
る（
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（

。
ま
た
、
二
十
二
幅
の
宋
元
画
縮
図
を
収
め

る
董
其
昌
題
「
小
中
現
大
冊
」（
台
北
故
宮
博
物
院
）（

1（
（

、
漢
代
の
百
の
石
碑
を
縮
模

し
刻
し
た
王
子
若
刻
「
百
漢
硯
碑
」（
図
59
）（

11
（

、
乾
隆
帝
が
つ
く
ら
せ
た
三
十
点
も

の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
器
物
を
収
め
る
小
箱
「
多
宝
格
」（
台
北
故
宮
博
物
院
、
図
60
）（
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（

な

ど
は
、
名
跡
を
手
の
ひ
ら
で
愛
玩
す
る
の
み
な
ら
ず
、
模
範
的
な
古
典
を
一
堂
に
会

す
る
縮
図
と
し
て
の
意
味
も
持
っ
て
い
る
。
縮
本
蘭
亭
と
い
う
分
野
自
体
は
、
こ
う

し
た
美
術
品
の
袖
珍
と
集
成
と
い
う
文
脈
に
属
し
て
い
る
。
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図 （（　賀其蘭等刻「万松蘭亭硯」（（（（0 年）

図 （（　「蠅頭書筆」（清、黒川古文化研究所）図 （8　夾帯衣（藤井斉成会有鄰館）

図 （（　「蠅頭書冊・耆儒澄鑑」
のうち戴熙跋

（（8（（ 年、東京国立博物館）

図 （0　「多宝格」（清、台北故宮博物院） 図 （（　王子若刻「百漢硯碑」（清）
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つ
ま
り
、
そ
も
そ
も
制
作
に
多
大
な
労
力
を
費
や
し
、
解
読
も
難
し
い
小
字
作

品
に
は
、
そ
れ
相
応
の
制
作
動
機
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
で
は
、
翁
方
綱
が
黒
川
本

の
二
つ
の
跋
文
を
か
く
も
小
さ
く
記
し
た
動
機
は
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
ひ
と
え

に
李
宓
「
万
松
山
房
本
」
へ
の
対
抗
心
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
先
に
縮
本

蘭
亭
を
比
較
し
、
翁
方
綱
は
筆
勢
よ
り
も
正
確
さ
を
優
先
し
た
と
述
べ
た
。
刻
者
の

問
題
も
あ
る
に
せ
よ
、「
翁
縮
本
」
に
そ
う
し
た
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。
し
か
し
、
黒
川
本
の
跋
で
は
、
筆
法
を
よ
く
備
え
る
李
宓
「
万
松
山
房
本
」

の
横
に
書
き
加
え
る
に
あ
た
り
、
よ
り
小
さ
く
よ
り
筆
勢
豊
か
に
書
こ
う
と
す
る
意

識
が
生
じ
た
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
「
蠅
頭
書
冊
・
耆
儒
澄
鑑
」
で
も
、
最
小
の
字
は

冊
の
完
成
か
ら
四
十
年
後
に
戴
熙
（
一
八
〇
一
〜
六
〇
）
が
加
え
た
字
幅
約
一
ミ
リ

の
跋
文
で
あ
り
（
図
61
）、
こ
の
種
の
作
品
で
は
後
に
書
く
者
ほ
ど
よ
り
小
さ
い
字

に
挑
戦
す
る
傾
向
が
あ
る
。
た
だ
、
中
村
伸
夫
氏
が
「
こ
こ
ま
で
小
さ
く
す
る
と
、

一
つ
一
つ
の
文
字
に
確
た
る
書
の
技
法
を
具
備
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
こ

の
種
の
書
芸
の
限
界
が
露
呈
さ
れ
た
も
の
と
も
い
え
る
」（
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と
評
し
た
戴
熙
の
跋
と
は

異
な
り
、
黒
川
本
の
翁
方
綱
跋
に
は
大
字
と
同
様
の
完
全
な
筆
法
が
備
わ
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

王
澍
が
「
万
松
山
房
本
」
に
与
え
た
「
寬
綽
容
与
、
能
尽
筆
勢
」
と
い
う
賛
辞

を
黙
殺
し
た
翁
方
綱
は
、
文
献
や
「
翁
縮
本
」
拓
本
を
見
る
限
り
、
専
ら
字
体
の
正

確
性
に
拘
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、肉
筆
の
黒
川
本
の
跋
を
観
察
す
る
と
、

彼
は
書
家
と
し
て
自
ら
の
小
字
こ
そ
が
そ
の
賛
辞
に
相
応
し
い
と
自
負
し
て
い
た
こ

と
が
窺
い
知
れ
る
。
定
評
の
あ
る
「
玉
枕
本
」
で
な
く
わ
ざ
わ
ざ
「
万
松
山
房
本
」

を
底
本
と
し
た
の
も
、
史
上
最
小
の
蘭
亭
序
を
正
確
さ
と
筆
意
の
両
面
で
乗
り
越
え

る
だ
け
の
自
信
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

明
末
の
李
宓
が
作
っ
た
「
万
松
山
房
本
」
は
、「
翁
縮
本
」
の
底
本
と
な
っ
た
重

要
な
作
品
だ
が
、
翁
方
綱
に
欠
点
を
指
摘
さ
れ
、
ほ
ぼ
そ
の
言
及
の
み
に
よ
っ
て
知

ら
れ
て
き
た
。
今
回
、
当
研
究
所
で
見
出
し
た
李
宓
「
万
松
山
房
縮
本
蘭
亭
序
」
翁

方
綱
跋
本
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
翁
方
綱
の
口
吻
を
信
じ
て
語
ら
れ
て
き
た
評
価
を

実
物
に
よ
り
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
同
刻
石
の
拓
本
は
北
京
故
宮
博
物

院
に
も
あ
る
が
、
そ
ち
ら
は
無
款
で
あ
る
ゆ
え
、
翁
方
綱
が
批
判
し
た
「
万
松
山
房

本
」
に
あ
た
る
と
の
同
定
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
一
方
、
黒
川
本
は
李
宓
の
款

記
等
が
残
る
整
本
で
あ
り
、
か
つ
跋
文
の
内
容
か
ら
し
て
翁
方
綱
が
「
翁
縮
本
」
の

底
本
と
し
た
拓
本
そ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
翁
方
綱
の
跋
も
書
法
作
品
と

し
て
非
常
に
レ
ベ
ル
が
高
く
、
彼
の
小
字
の
実
力
を
示
す
重
要
資
料
と
言
え
る
。

本
論
前
半
で
は
、
ま
ず
黒
川
本
の
基
礎
情
報
を
紹
介
し
て
か
ら
、「
万
松
山
房
本
」

の
辿
っ
た
歴
史
を
文
献
に
よ
っ
て
復
元
し
た
。
そ
の
概
要
は
年
表
に
ま
と
め
た
通
り

で
あ
る
。
明
末
に
漳
州
・
万
松
嶺
で
活
躍
し
た
書
家
、
李
宓
は
、
郷
里
の
石
碑
や
王

羲
之
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
作
品
を
手
掛
け
、
当
時
は
名
声
が
あ
っ
た
が
、
百
年
後
に
は
全

く
無
名
に
な
っ
て
い
た
。
清
代
に
入
り
、
王
澍
が
「
万
松
山
房
本
」
刻
石
を
入
手
し

て
か
ら
、
こ
の
作
品
は
一
躍
芸
苑
の
中
枢
で
評
価
の
俎
上
に
載
る
。
王
澍
は
「
万
松

山
房
本
」
の
表
現
を
高
く
評
価
し
た
も
の
の
、
李
宓
が
何
者
か
は
知
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
内
府
所
蔵
の
拓
本
（
北
京
本
）
を
見
た
張
照
も
同
様
で
あ
る
。
乾
隆
年

間
半
ば
に
は
汪
楍
が
翻
刻
を
制
作
し
た
。
そ
の
後
、
黄
易
は
陳
照
圃
な
る
人
物
か
ら

の
伝
聞
に
よ
っ
て
、
李
宓
が
何
者
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
と
な
る
。

乾
隆
四
十
七
年
十
月
二
十
日
、翁
方
綱
は
施
学
濂
が
持
ち
込
ん
だ
「
万
松
山
房
本
」

（
＝
黒
川
本
）
を
見
て
、
そ
の
誤
り
を
指
摘
し
、
修
正
し
つ
つ
自
ら
「
翁
縮
本
」
を

制
作
し
た
。
そ
の
日
の
翁
方
綱
の
活
動
に
つ
い
て
は
『
復
初
斎
文
集
』
手
稿
本
に
載
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る
三
篇
の
文
章
に
詳
し
い
。
こ
こ
で
翁
方
綱
は
王
澍
の
評
を
く
り
返
し
引
用
し
批
判

し
て
い
る
が
、
そ
の
引
用
の
仕
方
か
ら
、
王
澍
と
翁
方
綱
の
関
心
が
表
現
面
と
正
確

性
に
分
岐
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
翁
縮
本
」
は
そ
の
後
、
翁
方
綱
の
関
与
し

な
い
と
こ
ろ
で
二
種
刻
石
と
な
り
、
拓
本
が
現
存
し
て
い
る
。
な
お
、
黒
川
本
と
北

京
本
以
外
に
も
関
連
す
る
拓
本
は
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
今
後
の
資
料

紹
介
が
期
待
さ
れ
る
。
特
に
汪
楍
の
翻
刻
本
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
現
時
点
で

は
実
物
の
情
報
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

本
論
後
半
で
は
、
実
物
の
側
に
視
点
を
移
し
、
ま
ず
翁
方
綱
『
復
初
斎
文
集
』

に
載
る
「
審
正
万
松
山
房
縮
臨
本
」
の
具
体
的
指
摘
を
黒
川
本
や
「
翁
縮
本
」、
そ

の
他
蘭
亭
序
主
要
諸
本
と
比
較
し
つ
つ
確
認
し
た
。
概
ね
翁
方
綱
の
指
摘
は
正
し

く
、「
翁
縮
本
」
で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
限
界
も
見
て
取
れ
る
。
一

方
、「
万
松
山
房
本
」
の
刻
は
大
変
精
細
で
、
筆
意
の
変
化
、
動
的
な
字
形
を
汲
み

取
っ
て
い
る
点
で
は
む
し
ろ
「
翁
縮
本
」
に
勝
る
と
も
い
え
る
。
明
人
の
蘭
亭
序
臨

本
を
広
く
見
渡
す
と
、「
万
松
山
房
本
」
だ
け
が
特
に
不
正
確
と
い
う
こ
と
は
な
く
、

彼
ら
は
翁
方
綱
が
指
摘
し
た
よ
う
な
細
か
な
字
体
の
一
致
は
そ
も
そ
も
求
め
て
い
な

い
。
翁
方
綱
は
こ
う
し
た
明
人
の
態
度
に
批
判
的
で
あ
り
、「
翁
縮
本
」
に
も
定
武

刻
石
の
再
現
を
狙
っ
た
変
更
点
が
多
く
見
い
だ
さ
れ
た
。
清
朝
帖
学
派
は
明
人
の
傾

向
を
無
批
判
に
受
け
継
い
だ
よ
う
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
本
論
で
見
た
よ

う
に
、
万
暦
か
ら
乾
隆
ま
で
の
二
百
年
間
に
書
学
の
精
密
さ
は
大
き
く
向
上
し
て
お

り
、翁
方
綱
の
書
学
は
当
時
と
し
て
は
前
人
未
到
の
域
に
入
っ
て
い
る
。
彼
は
帖
学
・

碑
学
の
過
渡
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が（

11
（

、
の
ち
の
碑
学
派
が
翁
方
綱

ら
へ
向
け
た
批
判
自
体
も
、
翁
方
綱
が
明
人
へ
向
け
て
い
た
視
線
の
延
長
線
上
に
あ

る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
黒
川
本
第
二
跋
は
他
書
に
見
ら
れ
な
い
翁
方
綱
の
小
字
論
で
、『
負
喧
野

録
』
を
は
じ
め
多
く
の
典
拠
を
引
き
な
が
ら
小
字
書
の
歴
史
と
心
得
を
説
い
て
い

る
。
こ
の
第
二
跋
は
書
法
作
品
と
し
て
も
ま
さ
に
内
容
が
示
す
通
り
の
小
字
の
理
想

を
体
現
し
、
無
理
の
な
い
結
体
と
美
し
い
筆
法
を
備
え
て
い
る
。
書
家
と
い
う
よ
り

学
者
・
理
論
家
と
し
て
著
名
な
翁
方
綱
だ
が
、
彼
の
書
は
自
ら
の
理
論
を
よ
く
実
践

し
て
お
り
、
中
田
勇
次
郎
が
「
学
者
の
書
」
と
呼
ん
だ
清
人
の
書
を
象
徴
す
る
典
型

例
と
も
言
え
る（

11
（

。
多
大
な
労
力
を
要
す
る
小
字
作
品
に
は
そ
れ
な
り
の
制
作
動
機

が
必
要
だ
が
、
黒
川
本
跋
の
場
合
、
そ
れ
は
李
宓
「
万
松
山
房
本
」
へ
の
対
抗
心
で

あ
っ
た
ろ
う
。
本
論
で
は
従
来
評
価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
李
宓
の
視
点
を
強
調
し
た

が
、
跋
文
も
含
め
る
と
黒
川
本
は
李
宓
と
翁
方
綱
の
評
価
を
と
も
に
高
め
る
資
料
で

あ
っ
た
。

最
後
に
筆
者
が
か
つ
て
体
験
し
た
小
字
を
め
ぐ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
稿
を
閉
じ
た
い
。
二
〇
一
八
年
二
月
、

紹
興
に
あ
る
蘭
亭
の
古
蹟
を
旅
し
た
と
き
、
そ
の
付
近
に
あ

る
屋
台
で
土
産
物
の
文
鎮
（
図
62
）
を
購
入
し
た
。
そ
の
文

鎮
屋
で
は
店
主
自
ら
商
品
に
小
さ
く
蘭
亭
序
の
全
文
を
刻
み

つ
け
て
い
た
。
字
幅
は
約
二
ミ
リ
で
、
な
ん
ら
手
本
を
参
照

す
る
こ
と
な
く
、
誦
ん
ず
る
よ
う
に
同
じ
文
句
を
刻
み
続
け

て
い
た
が
、
蘭
亭
序
の
原
跡
を
彷
彿
さ
せ
る
字
形
・
筆
法
が

駆
使
さ
れ
、
大
変
見
応
え
の
あ
る
品
で
あ
っ
た
。「
万
松
山

房
本
」
も
本
来
は
何
本
の
コ
ピ
ー
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な

愛
玩
品
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
現
代
の
職
人
の
作
に
も

か
つ
て
文
人
た
ち
が
追
求
し
た
蘭
亭
の
筆
法
が
備
わ
っ
て
い

る
と
す
れ
ば
、
李
宓
の
刻
石
が
こ
れ
ほ
ど
精
細
な
出
来
で
あ

る
の
も
怪
し
む
に
足
り
な
い
。
そ
れ
を
、
百
年
後
の
中
央
芸

苑
に
て
王
澍
が
見
出
し
、
翁
方
綱
が
反
応
し
、
小
字
書
法
の

さ
ら
な
る
可
能
性
を
追
求
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

図 （（　兪備富「縮臨蘭亭紙鎮」（（0（8 年）
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註

（
１
）　 『
微
の
美
術　

日
本
・
中
国
の
小
さ
さ
と
緻
密
さ
の
造
形
』（
和
泉
市
久
保
惣
記

念
美
術
館
、
二
〇
一
四
年
）。

（
２
）　  

蘭
亭
序
に
関
す
る
研
究
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
重
要
な
も
の
と
し
て
、

徐
邦
達
「
王
羲
之
《
蘭
亭
序
》
臨
本
前
後
七
種
合
考
」（『
書
譜
』
四
四
〜

四
九
期
、
一
九
八
二
年
）、
啓
功
「《
蘭
亭
帖
》
考
」（『
啓
功
叢
稿
・
論
文
巻
』

中
華
書
局
、
一
九
九
九
年
）、
啓
功
「
唐
人
摹
《
蘭
亭
帖
》
二
種
」（『
啓
功

書
法
論
叢
』
北
京
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）、
王
連
起
「
関
於
《
蘭
亭

序
》
的
若
干
問
題
」（『
書
法
叢
刊
』
二
〇
一
二
年
五
期
）、
朱
関
田
「《
蘭
亭

序
》
在
唐
代
的
影
響
」（
華
人
徳
・
白
謙
慎
主
編
『
蘭
亭
論
集
』
蘇
州
大
学

出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
挙
げ
て
お
く
。
ま
た
、
宋
代
以
降
の
蘭
亭
序
の

流
伝
や
鑑
賞
に
関
す
る
も
の
に
水
賚
佑
「
宋
代
《
蘭
亭
序
》
之
研
究
」（
華

人
徳
・
白
謙
慎
主
編
『
蘭
亭
論
集
』）、
祁
小
春
「
蘭
亭
序
問
題　
従
文
献
学

的
角
度
重
新
考
察
」（『
邁
世
之
風　
有
関
王
羲
之
資
料
与
人
物
的
総
合
研
究
』

（
石
頭
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
清
代
の
蘭
亭
序
に
対
す
る
認
識
を
ま
と
め

た
も
の
に
劉
恒
「
清
代
書
家
与
《
蘭
亭
序
》」（
華
人
徳
・
白
謙
慎
主
編
『
蘭

亭
論
集
』）、
近
年
の
日
本
で
の
論
考
と
し
て
成
田
健
太
郎
「
唐
宋
の
蘭
亭
伝

説
に
つ
い
て
」（『
埼
玉
大
学
教
養
学
部
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
叢
書
（（　

書
く
こ

と
／
書
か
れ
た
も
の　
表
現
行
為
と
表
現
』、
埼
玉
大
学
教
養
学
部
、
二
〇
二
一

年
）
が
あ
る
。

（
３
）　 

縮
本
蘭
亭
の
歴
史
に
つ
い
て
は
陳
紅
梅
「“
玉
枕
蘭
亭
”
的
刊
刻
流
伝
及
其
影
響
」

（『
書
法
賞
評
』
二
〇
一
二
年
三
期
）、
趙
明
「
神
融
方
寸
《
蘭
亭
序
》
縮
字
拓
本

与
縮
臨
問
題
」（『
書
法
研
究
』
二
〇
二
三
年
四
期
）。

（
４
）　  

張
英
傑
「“
二
百
蘭
亭
斎
”
所
蔵
《
蘭
亭
序
》
版
本
考
察　
兼
談
其
対
《
蘭
亭
序
》

的
研
究
与
伝
播
」（『
中
国
国
家
博
物
館
館
刊
』
二
〇
二
二
年
六
期
）。
ち
な
み
に
、

当
研
究
所
に
も
「
二
百
蘭
亭
斎
」
旧
蔵
の
王
澍
「
縮
臨
蘭
亭
序
」
が
あ
り
、顧
昉
・

徐
玫
「
蘭
亭
曲
水
図
」
が
付
属
し
て
い
る
。

（
５
）　  『
書
道
全
集　
第
二
十
二
巻
』（
平
凡
社
、
一
九
三
一
年
）。

（
６
）　  

画
像
と
名
称
を
あ
わ
せ
て
紹
介
す
る
記
事
は
、
管
見
の
限
り
『
人
民
中
国
』

一
九
八
四
年
九
期
「
書
道
鑑
賞
」
欄
に
載
る
張
鉄
英
「
明
・
李
宓
の
「
万
松
山

房
蘭
亭
帖
」」
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
拓
本
は
、
そ
の
特
徴
か
ら
見

て
黒
川
本
で
も
北
京
本
で
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
７
）　  

北
京
本
は
、
北
京
故
宮
博
物
院
で
は
二
〇
一
〇
年
「
珍
秘
翰
墨　

清
宮
蔵
善

本
碑
帖
特
展
」
や
二
〇
一
一
年
「
王
羲
之
蘭
亭
特
展
及
蘭
亭
珍
拓
展
」
に
出
陳

さ
れ
て
い
る
。
王
禕
「
珍
秘
翰
墨　

清
宮
蔵
善
本
碑
帖
特
展
側
記
」（『
収
蔵

家
』
二
〇
一
一
年
三
期
）、
故
宮
博
物
院
編
『
蘭
亭
図
典
』（
紫
禁
城
出
版
社
、

二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。

（
８
）　  

「
此
本
為
明
人
李
宓
所
造
。」（「
明
拓
縮
本
蘭
亭
序
」
張
照
跋
、
北
京
故
宮
博
物

院
）。

（
９
）　  

趙
明
二
〇
二
三
、
前
掲
註
３
。

（
（0
）　  

「《
蘭
亭
序
》
的
縮
摹
拓
本
繁
多
、
其
中
也
不
免
出
現
一
些
拙
劣
的
翻
刻
本
、
翁

方
綱
在
乾
隆
壬
寅
（
1
7
8
2
）
年
跋
施
耦
堂
所
蔵
《
万
松
山
房
縮
本
蘭
亭
》

就
曽
提
到
此
類
刻
本
。」（
趙
明
二
〇
二
三
、
前
掲
註
３
）。

（
（（
）　  

「
明
拓
《
縮
本
蘭
亭
》
正
文
与
前
頁
所
鈐
“
宝
笈
三
編
”“
乾
隆
御
覧
之
宝
”
印

璽
大
小
一
様
（
縦
約
５
厘
米
、
図
３
）、
対
于
這
種
能
在
方
寸
之
間
展
現
《
蘭
亭

序
》
且
毫
厘
不
差
的
絶
技
、張
照
在
乾
隆
癸
亥
（
1
7
4
3
）
十
一
月
跋
曰
：
“
此

本
為
明
人
李
宓
所
造
、
蓋
縮
ʻ
定
武
ʼ
為
蠅
頭
、
無
毫
厘
不
肖
、
似
技
埒
棘
猴

哉
。”」（
趙
明
二
〇
二
三
、
前
掲
註
３
）。

（
（（
）　  

「
李
宓
名
款
前
有
蘭
亭
記
三
字
作
一
行
、
後
有
李
宓
二
字
連
珠
小
印
。」（
翁
方
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綱
『
復
初
斎
文
集
』
手
稿
本
「
自
跋
審
正
万
松
山
房
縮
本
蘭
亭
」、
台
北
中
央

図
書
館
。
影
印
本
は
『
清
代
稿
本
百
種
彙
刊　

復
初
斎
文
集
』
文
海
出
版
社
、

一
九
七
四
年
、
該
当
箇
所
は
第
五
冊
一
三
〇
八
〜
一
三
〇
九
頁
）。

（
（（
）　  
蠅
頭
書
に
関
す
る
近
年
の
論
考
に
中
村
伸
夫
「
希
覯
資
料
紹
介 

蠅
頭
書
冊
「
耆

儒
澄
鑑
」
に
寄
せ
て
（
そ
の
１
〜
３
）」（『
書
法
漢
学
研
究
』
二
五
〜
二
七
号
、

二
〇
一
九
〜
二
〇
二
〇
年
）
が
あ
る
。
中
村
氏
は
文
中
に
て
、「
蠅
頭
の
書
に

つ
い
て
は
従
来
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
い
な
い
領
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

時
間
を
か
け
て
新
た
に
考
究
す
べ
き
書
法
史
上
の
一
課
題
で
は
な
い
か
と
考

え
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
（（
）　  

「
子
貢
曰
、
有
美
玉
於
斯
。
韞
匵
蔵
諸
。
求
善
賈
而
沽
諸
。」（『
論
語
』
子
罕
）。

箱
に
収
め
て
お
く
こ
と
。
子
貢
は
孔
子
が
世
に
出
て
仕
え
な
い
こ
と
を
た
と
え

て
言
っ
た
。

（
（（
）　  

李
竹
深
「
明
代
漳
州
著
名
書
法
家
李
宓
事
迹
稽
考
」（『
漳
州
職
業
技
術
学
院
学

報
』
二
〇
〇
一
年
三
期
）。

（
（（
）　  

「
李
宓
、
字
羲
民
、
龍
渓
人
。
工
諸
体
書
、
琳
宮
碑
額
、
揮
洒
最
多
。
華
亭
董

文
敏
嘗
具
書
幣
請
其
書
、
自
嘆
不
及
也
。
晚
以
黄
庭
内
外
経
一
経
一
緯
、
右
軍

書
外
景
而
不
書
内
景
、
遂
続
三
千
字
補
之
。
結
体
工
妙
、
纖
入
無
倫
。
論
者
以

為
如
天
女
散
花
、
繁
采
麗
密
、
自
然
縹
渺
也
。
王
弱
林
于
燕
得
片
石
、
為
玉
枕

蘭
亭
、
歎
其
精
絶
、
但
不
知
為
漳
人
耳
。
所
書
黄
庭
一
石
、
数
年
前
為
郡
守
張

西
圃
鎮
購
去
、
允
為
近
代
絶
手
。
当
時
有
陳
日
炳
者
、
雅
相
伯
仲
。」（
光
緒
四

年
『
漳
州
府
志
』
巻
四
十
八
「
紀
遺
上
」）。

（
（（
）　  「
李
宓
、字
羲
民
、閩
之
龍
渓
人
、家
於
万
関
下
。」（
黄
易『
秋
盦
遺
稿
』不
分
巻「
跋

汪
雪
礓
摹
禊
帖
縮
本
」、
宣
統
二
年
羅
振
玉
序
刊
本
）。

（
（8
）　  「
万
松
関
在
岐
山
之
間
、
為
京
省
通
道
、
初
陳
克
聡
植
松
以
憩
行
人
、
歳
久
凋
枯
、

惟
巨
石
林
立
。
万
暦
間
、
督
学
沈
儆
炌
名
曰
堆
雲
嶺
。
崇
禎
二
年
、
知
府
施
邦

曜
築
関
、
額
曰
天
宝
維
垣
、
其
堞
高
可
見
海
。
大
学
士
林
釬
為
之
記
。」（
光
緒

五
年
『
龍
渓
県
志
』
巻
十
一
「
古
蹟
」）。

（
（（
）　  「
万
松
嶺
、在
岐
山
鶴
鳴
二
山
間
、旧
名
馬
岐
路
。
通
泉
福
。
上
有
亭
。
正
統
間
、

郡
人
陳
克
聡
植
松
夾
道
、
連
陰
十
里
、
行
者
便
之
、
因
今
名
。」（
弘
治
三
年
『
八

閩
通
志
』
巻
八
「
地
理
」）。

（
（0
）　  

「
李
宓
之
家
在
東
坂
後
、
未
仕
時
、
為
人
書
貢
柑
籠
字
。
因
是
、
宮
廷
多
知
漳

州
有
個
李
宓
之
字
甚
佳
。
適
林
釬
告
老
回
漳
、
為
嘉
靖
廟
撰
碑
文
、
長
幾
千
字
、

遥
寄
京
畿
、
請
董
文
敏
書
石
、
文
敏
不
敢
書
、
謂
漳
州
有
李
宓
在
、
自
嘆
不
及
也
。

乃
就
李
宓
書
之
、
宓
名
遂
大
噪
。」（
翁
国
樑
『
漳
州
史
蹟
』
福
建
協
和
大
学
福

建
文
化
研
究
会
、
一
九
三
五
年
）。

（
（（
）　  「
孟
子
曰
、道
在
邇
、而
求
諸
遠
。」（『
孟
子
』
離
婁
上
）
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。

道
は
ご
く
手
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
に
求
め
て
し
ま
う
こ

と
を
言
う
。

（
（（
）　  

「
自
昭
陵
得
辯
才
蘭
亭
、
命
起
居
郎
褚
遂
良
等
橅
、
賜
諸
王
大
臣
、
於
是
世
間

伝
本
遂
衆
。
然
筆
法
雖
異
、
而
尺
幅
不
殊
。
至
宋
賈
秋
壑
始
以
定
武
五
字
損
本

縮
成
小
字
、
今
所
伝
玉
枕
蘭
亭
是
也
。
余
以
癸
巳
冬
得
李
宓
所
摹
小
石
於
燕
市
、

用
褚
本
縮
成
徑
寸
、刻
於
青
田
石
四
面
、字
細
若
蠅
頭
、而
寬
綽
容
与
、能
尽
筆
勢
、

以
較
原
本
、
不
失
毫
髪
。
此
又
玉
枕
後
一
奇
玩
也
。
李
宓
為
神
廟
時
人
、
書
学

精
能
如
此
、
而
名
不
顕
於
時
、
爵
里
亦
無
従
考
見
、
深
可
惋
惜
。
然
幸
留
此
石
、

使
天
下
後
世
尚
知
有
李
宓
姓
名
、
亦
不
可
謂
之
不
幸
矣
。
余
得
此
石
絶
珍
愛
之
、

念
不
忍
終
没
、
乃
精
搨
数
十
本
、
流
布
人
間
、
李
宓
有
知
、
当
引
王
生
為
知
己
。

或
遇
有
知
李
宓
者
、
使
僕
得
考
其
生
平
、
作
為
小
伝
、
与
此
石
俱
不
朽
、
是
亦

千
古
一
快
事
也
。」（
王
澍
『
虚
舟
題
跋
』
巻
九
）。『
虚
舟
題
跋
』
は
『
藝
術
文

献
集
成　

虚
舟
題
跋　

竹
雲
題
跋
』（
浙
江
人
民
美
術
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）

の
校
訂
に
よ
っ
た
。
以
下
、
漢
文
の
引
用
に
際
し
て
は
、
詳
細
な
内
容
を
検
討
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す
る
場
合
に
は
訓
読
を
、
テ
キ
ス
ト
の
校
訂
を
主
目
的
と
す
る
場
合
に
は
原
文

を
本
文
に
掲
載
し
た
。

（
（（
）　  「
字
画
雖
小
、
而
寛
綽
有
餘
」（『
宣
和
書
譜
』
巻
五
「
小
字
三
教
経
」）。

（
（（
）　  
「
唯
天
下
至
誠
、
為
能
尽
其
性
。
能
尽
其
性
、
則
能
尽
人
之
性
。
能
尽
人
之
性
、

則
能
尽
物
之
性
。
能
尽
物
之
性
、
則
可
以
賛
天
地
之
化
育
。」（『
中
庸
』）。

（
（（
）　  

「
蘭
亭
石
刻
有
一
百
一
十
七
種
。
宋
理
宗
内
府
装
為
十
冊
、
今
散
落
人
間
。
其

元
明
所
刻
、
又
不
知
凡
幾
也
。
定
武
向
為
甲
観
、
元
時
已
艱
致
読
、
趙
孟
頫
跋

可
見
宋
趙
孟
堅
落
水
本
、
至
今
猶
存
海
内
第
一
也
。
此
本
為
明
人
李
宓
所
造
。

蓋
縮
定
武
為
蠅
頭
、
無
豪
釐
不
肖
似
、
技
埒
棘
猴
哉
。
彼
一
百
一
十
七
種
内
、

已
有
柳
公
権
大
字
、
秦
観
小
字
。
然
則
放
大
収
小
、
唐
宋
有
之
、
不
始
于
宓
也
。

若
孫
過
庭
、
呉
詵
為
草
書
、
則
別
出
一
枝
、
不
向
如
来
行
処
行
矣
。
乾
隆
癸
亥

十
一
月
望
。臣
張
照
敬
跋
。」（「
明
拓
縮
本
蘭
亭
序
」張
照
跋
、北
京
故
宮
博
物
院
）。

（
（（
）　  

「
賈
秋
壑
玉
枕
定
武
已
奇
、
李
宓
所
縮
尤
更
小
更
奇
。
雪
礓
兄
両
摹
之
、
不
差

毫
髪
、
誰
云
今
人
不
及
古
耶
。
王
虚
舟
吏
部
初
得
李
宓
刻
石
於
燕
市
、
不
知
其

人
。
吾
友
陳
照
圃
自
閩
来
云
、
李
宓
、
字
羲
民
、
閩
之
龍
渓
人
、
家
於
万
関
下
。

明
万
暦
間
、
以
書
名
、
梵
宇
琳
宮
、
多
其
遺
跡
、
董
文
敏
慕
其
書
、
毎
具
幣
求

之
事
具
邑
乗
。
陳
君
曽
見
小
楷
黄
庭
内
景
経
、
手
刻
於
龍
池
片
石
者
、
極
精
妙
、

為
海
豊
張
外
郎
穆
庵
購
得
之
蔵
於
家
、其
説
可
信
。
王
吏
部
云
、余
得
李
宓
刻
石
、

絶
珍
愛
之
、
不
忍
終
没
、
精
拓
数
十
本
、
流
布
人
間
。
李
宓
有
知
、
当
引
王
生

為
知
己
。
今
雪
礓
兄
妙
手
精
心
、
広
名
蹟
之
伝
、
亦
古
人
知
己
。
惟
余
生
也
晚
、

未
見
吏
部
不
能
以
陳
君
之
言
相
告
一
為
称
快
然
、
有
雪
礓
兄
知
之
、
亦
良
慰
矣
。

玉
枕
是
経
廖
瑩
中
手
縮
、
廖
与
李
皆
閩
人
、
異
苔
同
岑
、
後
先
媲
美
、
何
閩
人

多
藝
与
。」（
黄
易
『
秋
盦
遺
稿
』
不
分
巻
「
跋
汪
雪
礓
摹
禊
帖
縮
本
」、
宣
統
二

年
羅
振
玉
序
刊
本
）。

（
（（
）　 「
施
学
濂
、
字
耦
堂
、
銭
塘
人
。
乾
隆
三
十
一
年
進
士
。
官
至
兵
科
給
事
中
、
精

鑑
賞
、
辨
周
秦
物
糸
毫
不
失
。
広
坐
中
踔
厲
風
発
、
常
屈
其
右
。」（
民
国
十
一

年
『
杭
州
府
志
』
巻
一
四
六
）。

（
（8
）　  

こ
の
手
稿
本
に
は
書
画
へ
の
跋
な
ど
最
終
的
に
文
集
に
再
録
さ
れ
な
か
っ
た

も
の
も
含
め
て
数
多
く
の
原
稿
が
確
認
で
き
る
。
現
在
は
台
北
の
中
央
図
書
館

に
蔵
さ
れ
、
文
海
出
版
社
よ
り
『
清
代
稿
本
百
種
彙
刊　

復
初
斎
文
集
』
と
し

て
全
二
十
八
冊
の
影
印
本
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
沈
津
『
翁
方
綱
題
跋
手
札
集

録
』
に
お
い
て
あ
る
程
度
の
翻
刻
が
な
さ
れ
、
話
題
ご
と
に
整
理
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
の
該
当
箇
所
は
『
清
代
稿
本
百
種
彙
刊　

復
初
斎
文
集
』
第
五
冊

一
三
〇
七
〜
一
三
一
一
頁
。

（
（（
）　  

「
万
松
山
房
縮
臨
蘭
亭
、
後
題
万
暦
丙
子
年
秋
九
月
重
陽
前
李
宓
臨
并
勒
於
万

松
山
房
。
此
本
行
次
位
置
大
誤
者
凡
二
処
。
第
十
行
末
錯
移
下
一
字
、
第
八
行

末
錯
移
上
一
字
也
。
至
其
筆
画
之
失
、
則
稽
字
下
半
誤
移
正
中
、
觴
字
誤
昜
為

易
（
二
処
）、
叙
字
多
一
丿
、
聘
字
馬
下
三
点
誤
為
一
画
、
躁
字
左
小

下
半
全

失
、
不
同
不
字
上
画
誤
連
、
当
字
右
直
誤
断
、
己
字
誤
已
、
怏
字
誤
快
、
不
知

不
字
上
画
誤
連
、
老
字
上
半
折
処
誤
断
、
所
之
之
字
末
筆
全
失
、
既
字
左
半
全

失
、
惓
字
誤
亻
、
遷
字
中
訛
加
横
、
尽
字
中
間
誤
多
一
横
、
死
字
左
誤
巳
（
二

処
）、
亦
字
誤
作
三
点
、
昔
人
昔
字
下
日
誤
作
草
書
、
之
由
之
字
誤
作
草
書
、
後

二
之
字
亦
然
、
嘗
字
末
筆
誤
出
太
長
、
未
嘗
不
不
字
全
失
、
不
能
喩
之
不
字
誤

連
、
喩
字
失
一
横
、
虚
字
下
半
全
失
、
視
昔
視
字
ネ
誤
為
示
、
故
列
故
字
末
筆
、

列
字
末
筆
皆
失
、
致
字
、
攬
字
、
将
字
皆
全
失
。
以
上
就
其
顕
然
失
誤
者
、
已

有
三
十
五
処
之
多
、
至
其
細
微
曲
折
不
能
肖
者
、
則
字
字
有
之
。
此
内
止
死
生

亦
大
矣
亦
字
、
惟
褚
本
或
有
作
三
点
者
、
其
餘
則
欧
褚
并
無
岐
出
。
此
本
之
失
、

不
得
以
褚
本
諉
也
。
李
宓
、
字
羲
民
、
福
建
龍
渓
人
。
其
石
曽
為
王
篛
林
得
於

燕
市
、
後
又
為
揚
州
人
汪
楍
中
也
重
摹
刻
石
、
今
皆
蔵
揚
州
黄
氏
家
。
篛
林
跋

云
、
用
褚
本
縮
成
逕
寸
、
刻
於
青
田
石
、
四
面
、
細
若
蠅
頭
、
而
寬
綽
容
与
、
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能
尽
筆
勢
、
以
較
原
本
、
不
失
毫
髪
。
此
又
玉
枕
後
一
奇
玩
也
。
此
跋
頗
以
不

知
其
人
爵
里
為
惜
、
今
予
既
得
其
爵
里
、
而
又
見
其
拓
本
、
何
幸
如
之
。
然
其

中
顕
然
之
失
、
至
於
行
次
之
誤
移
、
偏
旁
之
失
錯
、
而
篛
林
以
為
較
原
本
不
失

毫
髪
、
則
篛
林
所
謂
以
宋
牋
精
摹
趙
子
固
落
水
本
不
失
毫
髮
者
、
亦
概
可
知
矣
。

信
乎
精
鑑
之
難
也
。
予
従
耦
堂
侍
御
假
観
、
因
用
定
武
落
水
本
筆
意
審
正
重
摹
、

并
識
其
概
於
後
。
然
此
特
因
李
氏
原
刻
、
行
次
参
互
、
勉
為
推
算
改
正
、
是
以

雖
較
李
氏
本
既
加
審
正
、
而
仍
不
敢
自
信
為
毫
髮
無
差
也
。
它
日
儻
得
遇
良
工
、

為
我
勒
於
寸
石
、仍
当
細
意
重
摹
一
過
耳
。」（
翁
方
綱
『
復
初
斎
文
集
』
石
印
本
・

巻
二
十
七
「
審
正
万
松
山
房
縮
臨
本
」）。『
復
初
斎
文
集
』
定
稿
の
版
本
は
沈
雲

龍
編
『
近
代
中
国
史
料
叢
刊
』（
文
海
出
版
社
、
一
九
六
九
年
）
所
収
影
印
本
に

よ
っ
た
。

（
（0
）　  

「
万
松
山
房
縮
臨
蘭
亭
、
後
題
丙
午
年
秋
九
月
重
陽
前
、
李
宓
臨
並
勒
於
万
松

山
房
。
李
宓
、
字
羲
民
、
福
建
龍
渓
人
。
此
石
嘗
為
王
虚
舟
得
之
燕
市
、
後
又

為
揚
州
汪
楍
中
也
所
摸
刻
。
今
二
石
並
蔵
揚
州
黄
氏
家
。
虚
舟
跋
云
、
用
褚
本

縮
成
逕
寸
、
刻
于
青
田
石
四
面
環
転
、
細
若
蠅
頭
、
而
寛
綽
容
与
、
能
尽
筆
勢
、

以
校
原
本
、
不
失
豪
髪
、
此
又
玉
枕
後
一
奇
翫
也
。
虚
舟
頗
以
不
知
其
人
爵
里

為
恨
。
今
予
既
得
其
里
氏
、
而
又
得
見
其
拓
本
、
何
幸
如
之
。
然
其
中
頗
有
行

次
位
置
之
移
失
、
偏
傍
点
画
之
舛
訛
、
不
知
虚
舟
先
生
何
以
云
豪
髪
不
失
。
甚

矣
精
鑑
之
難
也
。
予
従
耦
堂
侍
御
借
観
、
因
用
定
武
落
水
本
筆
意
審
正
重
摹
、

凡
改
定
四
十
餘
処
、
而
後
成
之
。
然
此
特
因
李
氏
原
刻
差
誤
太
甚
、
至
于
臨
写

之
際
、
逐
行
逐
字
為
之
推
算
改
正
。
是
雖
較
李
氏
本
為
已
経
釐
正
、
而
仍
不
敢

自
信
為
豪
髪
之
逼
真
也
。
它
日
儻
得
良
工
為
我
勒
于
寸
石
、
仍
当
重
摹
一
過
、

以
求
精
至
云
爾
。
乾
隆
四
十
七
年
歳
在
壬
寅
、
冬
十
月
二
十
有
八
日
、
北
平
学

人
翁
方
綱
識
于
蘭
盟
書
屋
。」（「
翁
方
綱
縮
本
蘭
亭
序
」
自
跋
、
東
京
国
立
博
物

館
）。

（
（（
）　  

高
橋
佑
太
「
王
澍
書
法
理
論
の
翁
方
綱
へ
の
影
響
に
つ
い
て　
二
者
の
比
較
を

通
し
て
」（『
書
芸
術
研
究
』
二
号
、
二
〇
〇
九
年
）、
魏
琪
「
論
清
代
碑
学
的

萌
興　

翁
方
綱
、
王
澍
書
学
観
的
分
合
為
中
心
」（『
中
国
書
法
』
三
二
八
号
、

二
〇
一
八
年
）。

（
（（
）　  

中
村
伸
夫
二
〇
一
九
〜
二
〇
二
〇
、
前
掲
註
（（
。

（
（（
）　  

「
李
羲
民
、
以
小
字
擅
名
。
然
蘭
亭
縮
為
蠅
頭
細
書
、
本
自
難
工
、
亦
不
専
責

之
刻
手
也
。
夢
華
不
遠
千
里
、
寄
此
属
題
、
為
書
其
後
。
嘉
慶
三
年
、
歲
在
戊

午
秋
九
月
二
日
、
北
平
翁
方
綱
。
小
字
不
難
於
得
形
、
而
難
於
伝
神
。
不
難
於

緊
密
、
而
難
於
縦
横
有
法
外
之
意
、
可
語
此
者
鮮
矣
。
戊
午
九
月
二
日
。」（
翁

方
綱
『
復
初
斎
文
集
』
手
稿
本
「
縮
臨
蘭
亭
二
種
・
李
宓
万
松
山
房
」。『
清
代

稿
本
百
種
彙
刊　
復
初
斎
文
集
』
第
十
三
冊
三
六
五
七
頁
）。
前
者
は
類
似
の
記

述
が
翁
方
綱
『
蘇
斎
題
跋
』
に
も
見
ら
れ
る
。「
李
羲
民
以
小
楷
擅
名
、
然
蘭
亭

縮
為
細
書
、
本
自
難
工
。
此
中
欲
拈
古
人
妙
処
正
在
神
理
栩
栩
欲
活
、
非
可
以

皮
相
也
。」（『
蘇
斎
題
跋
』
巻
下
）。『
蘇
斎
題
跋
』
に
つ
い
て
は
西
林
昭
一
『
翁

方
綱
の
書
学　
『
蘇
斎
題
跋
』
訳
註
』（
柳
原
出
版
、
一
九
九
六
年
）
を
参
照
。

（
（（
）　  

北
京
故
宮
博
物
院
の
「
翁
縮
本
」
に
つ
い
て
は
、
尹
一
梅
「
翁
方
綱
的
金

石
審
鑑
与
書
法
成
就　

以
故
宮
蔵
両
件
書
迹
研
究
為
中
心
」（『
書
法
研
究
』

二
〇
二
一
年
三
期
）
を
参
照
。

（
（（
）　  

蘭
亭
序
主
要
諸
本
の
基
礎
情
報
は
王
連
起
「《
蘭
亭
序
》
重
要
版
本
簡
説
」（
故

宮
博
物
院
編
『
蘭
亭
図
典
』
紫
禁
城
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）。

（
（（
）　  「
死
生
亦
大
矣
亦
字
是
四
点
。」（『
斉
東
野
語
』
巻
十
二
「
白
石
禊
帖
偏
傍
考
」）。

（
（（
）　  「
列
叙
之
列
、
其
竪
如
鉄
釘
。」（『
洞
天
清
禄
集
』「
古
今
石
刻
辯
」）。

（
（8
）　  
行
立
て
に
関
す
る
①
②
を
除
き
、
④
⑲
㉙
は
各
二
つ
、
㉒
㉚
は
各
三
つ
と
数
え

る
。
手
稿
で
は
傍
注
に
よ
っ
て
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
）　 「
蘭
亭
宗
尚
定
武
、
玉
枕
本
原
従
定
武
縮
臨
、
猶
不
失
真
。
蠅
頭
小
字
本
創
自
李



80

宓
、
已
非
蘭
亭
真
面
、
後
之
倣
者
不
一
、
愈
失
之
遠
矣
。
覃
渓
年
伯
手
書
此
冊
、

雖
云
更
正
李
本
、
而
実
規
模
定
武
、
凝
神
細
視
、
無
一
筆
不
肖
、
具
有
右
軍
龍

跳
虎
臥
之
勢
、
較
李
本
何
啻
徙
倍
過
之
。
若
得
好
手
勒
石
以
伝
、
寧
非
虚
舟
所

謂
玉
枕
後
一
奇
玩
乎
。」（「
翁
方
綱
縮
本
蘭
亭
序
」
宋
葆
淳
跋
、
東
京
国
立
博
物

館
）。

（
（0
）　 「
近
見
万
松
山
房
楷
書
陶
淵
明
飲
酒
詩
二
十
首
刻
于
片
石
、
工
細
絶
倫
、
欲
手
拓

一
紙
而
不
能
。
蓋
羲
民
精
于
刻
小
字
、而
不
善
臨
摸
。」（「
翁
方
綱
縮
本
蘭
亭
序
」

宋
葆
淳
跋
、
東
京
国
立
博
物
館
）。

（
（（
）　  

尾
川
明
穂
「
歴
代
書
跡
に
対
す
る
董
其
昌
の
鑑
定
・
評
価
基
準
」（『
書
学
書
道

史
研
究
』
二
三
号
、
二
〇
一
三
年
）。

（
（（
）　 「
蘭
亭
非
不
正
、其
縦
宕
用
筆
処
、無
迹
可
尋
。
若
形
摹
相
似
、転
去
転
遠
。」（
董

其
昌
『
容
台
別
集
』
巻
二
）。

（
（（
）　  

朱
友
舟
「
論
翁
方
綱
関
于
米
芾
、董
其
昌
書
法
的
題
跋
」（『
邵
陽
学
院
学
報
（
社

会
科
学
版
）』
第
六
巻
第
五
期
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
（（
）　 「
此
臨
本
雖
題
定
武
、
然
止
取
大
意
而
已
。
後
自
題
、
嘉
靖
戊
午
二
月
、
是
年
秋

九
月
衡
山
臨
譚
崇
久
所
蔵
五
字
不
損
本
。
以
小
楷
自
識
於
後
。
此
所
臨
未
知
是

何
本
也
。」（『
清
代
稿
本
百
種
彙
刊　
復
初
斎
文
集
』
第
十
三
冊
三
六
八
六
頁
）。

（
（（
）　 「
文
敏
背
臨
蘭
亭
、
乃
純
以
己
意
行
之
、
尚
嫌
褚
臨
本
過
於
刻
画
邪
。
実
則
褚
臨

本
即
覚
己
意
多
而
古
法
少
矣
。
吾
嘗
宝
文
敏
言
詩
書
画
家
成
名
後
不
復
摹
仿
、

或
多
杜
撰
、
此
吾
輩
午
夜
鐘
声
也
。」（『
清
代
稿
本
百
種
彙
刊　

復
初
斎
文
集
』

第
十
三
冊
一
〇
九
七
頁
）。

（
（（
）　  

「
今
只
存
此
臨
本
、
然
崇
字
山
下
無
小
点
、
帯
字
上
四
直
斉
平
、
死
生
亦
大
矣

亦
字
三
点
、
皆
不
合
。
而
却
闕
前
会
字
。」（『
清
代
稿
本
百
種
彙
刊　
復
初
斎
文

集
』
第
十
三
冊
三
六
八
六
頁
）。

（
（（
）　  

中
村
伸
夫
二
〇
一
九
〜
二
〇
二
〇
、
前
掲
註
（（
。

（
（8
）　  

「
右
予
旧
跋
臨
万
松
山
房
蘭
亭
石
本
。
蓋
其
時
初
見
趙
子
固
落
水
本
、
知
右
軍

此
書
全
以
篆
法
為
之
、
故
能
勘
破
後
来
臨
本
之
積
習
耳
。
玉
枕
蘭
亭
、
亦
以
欧

褚
二
家
分
派
。
欧
臨
以
定
武
落
水
本
為
圭
臬
、
褚
臨
則
蘇
太
簡
家
蔵
本
可
以
作

潁
井
本
之
息
壌
。
而
世
所
行
神
龍
本
、
即
褚
法
之
最
見
精
神
者
。
因
偶
見
四
明

范
氏
天
一
閣
石
本
、
是
豊
南
禺
所
勒
石
、
即
文
休
承
跋
中
所
云
、
刻
於
烏
鎮
者
。

若
能
以
此
種
褚
法
縮
為
蠅
頭
書
、寿
之
貞
珉
、豈
非
快
事
歟
。
乙
卯
八
月
廿
五
日
、

方
綱
又
書
。」（「
蠅
頭
書
冊
・
耆
儒
澄
鑑
」
翁
方
綱
第
二
段
、東
京
国
立
博
物
館
）。

（
（（
）　  

「
嘉
慶
丙
子
閏
夏
、
検
旧
蔵
翁
学
士
臨
縮
本
蘭
亭
、
愛
其
精
美
、
倩
謝
青
岩
寿

諸
石
、
以
広
其
伝
。
南
海
葉
夢
龍
誌
於
友
石
斎
。」（「
翁
方
綱
縮
本
蘭
亭
序
」
葉

夢
龍
跋
、
北
京
故
宮
博
物
院
）。

（
（0
）　  

「
余
以
落
水
本
校
之
、
其
失
誠
如
翁
氏
所
言
。
然
以
翁
氏
之
訂
正
両
刻
本
校
之
、

雖
点
画
不
失
、
反
不
如
此
本
之
得
神
。
王
澍
所
云
「
寬
綽
容
与
、
能
尽
筆
勢
」

之
言
不
虚
、故
知
李
宓
之
技
遠
勝
于
謝
青
岩
汪
蔚
輩
也
。」（
容
庚
「
蘭
亭
五
記
」、

『
文
学
年
報
』
一
九
四
〇
年
六
期
）。

（
（（
）　  

陳
槱『
負
暄
野
録
』は
四
庫
全
書
本
に
よ
っ
た
。
中
田
勇
次
郎「
文
房
清
玩
一
」『
中

田
勇
次
郎
著
作
集　
第
八
巻
』（
二
玄
社
、
一
九
八
六
年
）
に
現
代
日
本
語
訳
が

あ
る
。

（
（（
）　  

「
東
漢
師
宜
官
善
書
、
大
則
径
丈
一
字
、
細
則
能
方
寸
千
言
書
。
是
経
者
亦
以

尺
紙
作
七
万
字
、殆
得
宜
官
法
也
。
晋
衛
巨
山
論
書
云
、其
大
径
尋
、細
不
容
髪
、

迫
而
察
之
、心
乱
目
眩
、奇
姿
譎
詭
、不
可
勝
原
研
桑
所
不
能
計
、宰
賜
所
不
能
言
。

僕
于
此
経
亦
云
。
政
和
五
年
二
月
甲
寅
雲
林
子
黄
長
睿
父
書
。」（
黄
伯
思
『
東

観
餘
論
』
巻
下
）。

（
（（
）　  
「
凡
世
之
所
貴
、
必
貴
其
難
。
真
書
難
於
飄
揚
、
草
書
難
於
厳
重
。
大
字
難
於

結
密
而
無
間
、
小
字
難
於
寛
綽
而
有
餘
。
今
君
所
蔵
、
抑
又
可
珍
、
巻
之
盈

握
、
沙
界
已
周
、
読
未
終
篇
、
目
力
可
廃
。
乃
知
蝸
牛
之
角
可
以
戦
蛮
触
、
棘
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荆
之
端
可
以
刻
沐
猴
。
嗟
嘆
之
餘
、
聊
題
其
末
。」（『
文
章
辨
体
彙
選
』
卷

三
百
六
十
八
「
跋
王
晋
卿
所
蔵
蓮
華
経
」）。

（
（（
）　  
「
有
国
於
蝸
之
左
角
者
曰
触
氏
、
有
国
於
蝸
之
右
角
者
曰
蛮
氏
。
時
相
与
争
地

而
戦
。」（『
荘
子
』
則
陽
）。

（
（（
）　  

「
宋
人
有
請
為
燕
王
以
棘
刺
之
端
為
母
猴
者
。
曰
、
必
三
月
齋
、
然
後
能
観
之
。

燕
王
因
以
三
乗
養
之
。
右
御
冶
工
言
王
曰
…
（
中
略
）
…
王
因
囚
問
之
。
果
妄
。

乃
殺
之
。
冶
人
謂
王
曰
、
計
無
度
量
、
言
談
之
士
多
棘
刺
之
説
也
。
一
曰
、
燕

王
好
微
巧
。
衛
人
曰
、
臣
能
以
棘
刺
之
端
為
母
猴
。
燕
王
説
之
、
養
之
以
五
乗

之
奉
。
…
（
中
略
）
…
謂
衛
人
曰
、
客
為
棘
刺
之
母
猴
、
何
以
。
曰
、
以
削
。

王
曰
、
吾
欲
観
見
之
。
客
曰
、
臣
請
之
舍
取
之
。
因
逃
。」（『
韓
非
子
』
外
儲
説

左
上
）。

（
（（
）　 「
無
豪
釐
不
肖
似
、
技
埒
棘
猴
哉
。」（「
明
拓
縮
本
蘭
亭
序
」
張
照
跋
、
北
京
故

宮
博
物
院
）。

（
（（
）　  「
凡
大
字
要
如
小
字
、小
字
要
如
大
字
。
褚
遂
良
小
字
如
大
字
、其
後
経
生
祖
述
、

間
有
造
妙
者
。
大
字
如
小
字
、
未
之
見
也
。」（
米
芾
『
海
岳
名
言
』）。

（
（8
）　  「
相
伝
翁
覃
溪
学
士
、垂
老
康
強
、目
力
尤
勝
。
六
七
十
時
、猶
能
於
燈
下
作
細
書
、

閱
蠅
頭
字
不
仮
謖
鍵
。
毎
歳
元
旦
、
必
用
西
瓜
子
仁
書
四
楷
字
、
五
十
後
曰
万

寿
無
疆
、
六
十
後
曰
天
子
万
年
、
至
七
十
後
猶
能
写
天
下
太
平
云
。
可
謂
異
稟
。

按
翁
氏
家
事
略
記
載
。
英
和
按
云
、
先
生
每
於
一
粒
胡
麻
上
作
一
片
冰
心
在
玉

壺
七
字
、
則
尤
為
神
技
矣
。」（
陳
康
祺
『
郎
潜
紀
聞
』
卷
九
）。

（
（（
）　  「
臨
李
宓
万
松
蘭
亭
、
参
以
定
武
落
水
本
筆
意
、
三
日
而
竟
。
庚
午
元
旦
、
賀
其

蘭
。」（「
万
松
蘭
亭
硯
」
銘
、『
文
房
名
品
展
』
石
川
県
立
美
術
館
、
二
〇
二
一

年
に
掲
載
）。

（
（0
）　  

ハ
リ
ー
・
オ
ニ
ー
ル
（
前
川
健
一
訳
）「
日
本
の
宝
塔
曼
荼
羅
の
原
形
と
そ
れ

を
生
み
出
し
た
背
景
に
つ
い
て
の
研
究　

中
国
・
朝
鮮
に
お
け
る
起
源
と
写
経

の
文
化
」（『
東
洋
学
術
研
究
』
五
一
号
、
二
〇
一
二
年
）。

（
（（
）　  

王
静
霊「
建
立
典
範 

王
時
敏
与《
小
中
現
大
冊
》」（『
美
術
史
研
究
集
刊
』二
四
号
、

二
〇
〇
八
年
）。

（
（（
）　  

杉
村
邦
彦
「
百
漢
硯
碑
追
蹤
」（『
書
論
』
十
四
号
、
一
九
七
九
年
）。

（
（（
）　  

川
村
佳
男
「
多
宝
格
」（『
台
北
国
立
故
宮
博
物
院　
神
品
至
宝
』
東
京
国
立
博

物
館
・
九
州
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
四
年
）。

（
（（
）　  

中
村
伸
夫
二
〇
一
九
〜
二
〇
二
〇
、
前
掲
註
（（
。

（
（（
）　  

清
朝
書
道
史
に
お
け
る
乾
嘉
期
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
大
野
修
作
「
清

朝
書
道
史
概
説
」（『
墨
ス
ペ
シ
ャ
ル
（（　

中
国
清
朝
の
書
』
芸
術
新
聞
社
、

一
九
九
二
年
）
な
ど
。
ま
た
、
碑
学
派
の
理
論
を
提
唱
し
た
阮
元
と
翁
方
綱
の

連
続
・
非
連
続
的
関
係
に
つ
い
て
は
、朱
友
舟
「
翁
方
綱
的
書
学
思
想
研
究
」（『
書

法
研
究
』
一
二
九
期
、
二
〇
〇
六
年
）、
菅
野
智
明
「
翁
方
綱
の
北
碑
観　
兼
ね

て
阮
元
説
と
の
関
係
に
及
ぶ
」（『
中
国
近
現
代
文
化
研
究
』
十
号
、二
〇
〇
九
年
）

を
参
照
。

（
（（
）　  

中
田
勇
次
郎
「
書
の
時
代
性
」（『
中
田
勇
次
郎
著
作
集　

第
一
巻
』
二
玄
社
、

一
九
八
四
年
）。
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図
版
出
典
一
覧

口
絵
１
〜
４
、
図
（（　
筆
者
撮
影

口
絵
５
〜
（（
、
図
（（
〜
（8
、
（0
〜
（（
、
（（　
深
井
純
氏
撮
影

図
１　

孫
宝
文
・
申
新
仁
編
『
歴
代
蘭
亭
序
墨
宝
７　

玉
枕
本
蘭
亭
序
』
吉
林
文
史
出

版
社
、
二
〇
〇
九
年

図
２
、５
、
（0
〜
（（
、
（（　

 Colbase 

国
立
博
物
館
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム

（https://colbase.nich.go.jp/?locale=ja

）

図
３
、６
、８
、
（（　
故
宮
博
物
院
編
『
蘭
亭
図
典
』
紫
禁
城
出
版
社
、
二
〇
一
一
年

図
４　
『
清
代
稿
本
百
種
彙
刊　
復
初
斎
文
集
』
文
海
出
版
社
、
一
九
七
四
年

図
７
、
（0　
故
宮
博
物
院
蔵
品
探
索

（https://www.dpm
.org.cn/explore/collections.htm

l

）

図
９　
『
中
国
法
書
選
（（　
蘭
亭
序
〈
五
種
〉　
東
晋
王
義
之
』
二
玄
社
、
一
九
八
八
年

図
（0　

陳
鈍
之
主
編
『
歴
代
名
家
碑
帖
経
典　

蘭
亭
集
序　

十
四
品
』
中
国
書
店
、

二
〇
一
七
年

図
（（
〜
（（　
右
記
各
出
典
等
を
も
と
に
筆
者
作
成

図
（（　
『
文
房
名
品
展
』
石
川
県
立
美
術
館
、
二
〇
二
一
年

図
（8　
『
有
鄰
館
名
品
展
図
冊
』
日
本
書
芸
院
、
一
九
九
二
年

図
（（　
『
書
論
』
十
四
号
、
書
論
研
究
会
、
一
九
七
九
年

付
記

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
東
京
国
立
博
物
館
の
六
人
部
克
典
様
か
ら
作
品
調
査
に
ご
高

配
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
論
文
の
執
筆
に
あ
た
り
、
東
京
大
学
大
学
院
の
陳
雪
溱

様
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
の
竹
浪
遠
先
生
か
ら
貴
重
な
ご
指
導
と
ご
助
言
を
賜
り
ま
し

た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
く
謝
意
を
表
し
ま
す
。
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